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「こんなところで寝たら風邪ひきますよ」

「……ん」

「ほら、起きてください」

「んんーーーもうちょっとだけぇ……寝不足、なのよぉ……」

「それは知ってますよ。だからさっき休んでいきましょうって言ったのに。ここじゃ風邪ひくし、起きたら体バキバキになりますよ」

「でもぉ……お願い、ちょっとだけ寝かせて……眠くて……」

「じゃあ、あっちに行きましょう。ほら、ここ、掴んで」

「……うん」

　言われるままに触れさせられた場所をぎゅっと握りしめる。するとふわりとした浮遊感が襲った。

「まったく。寝ぼけて、今までの戦闘態勢がウソみたいだ」

「はう？　な、に？　なんか、ミス……あった？」

「なんでもないです。ゆっくり寝ていい場所に運んでいるだけですよ。しっかり掴んでいてくださいよ」

「……うん」

　温かい。顔を寄せてぎゅっと抱きしめるとますます温かくて心地いい。

　ほどなくしてキィっと掠れた音がしたと思ったら、今度は落下するような感覚が一瞬起こって、それから体が楽になった。

「ふ……ぅっ」

「まったく無防備だな」

　もう眠くて仕方がなくて、返事をするのもおっくうだ。なにもかも解放し、このまま心地のいい眠りの世界に身を委ねたい。いや、もう大方そうしている。

「そのまま寝てもいいけど……でも、今、ここ、フロアも含めて誰もいないんですよ？　知ってます？　って、完全に寝てるか」

　スゥスゥと規則正しい寝息が伝わってくる唇に弾力のあるものが触れた。

「……ん？」

　息苦しい。なにかが口を塞いで呼吸の邪魔をしている。

「んんっ、ぅ……あ」

　瞼をあけたら目が合った。その瞬間、服の上からバストを包み込むように触れられているのを察した。

「えっ？　ちょ？」

「気づくの、遅い」

　反射的に迫ってくる体を押し返そうとして右手首を掴まれた。そのまま頭上まで運ばれて押さえつけられる。もう片方の手で器用にブラウスのボタンを外されることに焦るが、まだはっきりしない意識といきなりの状態への驚きから、意識のピントは完全に合っていなくて抵抗できない。

「あ、やっ、だめ！」

　キャミソールごとブラのレースカップをズラされ、奥に隠れている乳房を曝されてますます慌てた。

「ちょっと、なにやってるのよ！　放してよっ。あ！　んん！　やああっ」

　桃色に色づく頂を唇で強く挟まれたらビリっと鋭い刺激が放射状に走った。さらに舌で転がされたらたまらない疼きが波状のように押し寄せてきて、体の奥深な場所が激しく騒ぎ始めた。

「だめだって！　やめてっ、やめなさいっ！」

「それは上司命令？」

「そういう問題じゃ――！」

　今度は唇を塞がれ言葉を封じられた。

　重なった唇が擦れ合って新たな感覚を生じさせる。先ほどから発生している疼きが大きく渦巻いて、背筋を伝って淫猥な刺激がせり上がってくる。それに伴って体全体が熱を帯びてくるのを感じる。

「……ぅ……ふっ」

　舌が口内に侵入してきた。

　喉の奥でやめてという言葉が貼りついて出てこない。それはキスで封じられているからではなく、体の深いところが否定しているからだ。

　やめてと考えている心と、やめてほしくないと訴えている体。

　欲望が次第に理性を凌駕していく。心地よさが身体全体を包みこむ。

「あ……はぁ、ん」

「かわいい声だ。そんな声も出せるんだ」

「！」

「ほら、脚、開いて」

「だめよ！」

「だめじゃないでしょ。こっちは、ほら、こんなに次をほしがって濡れてるのに」

　いきなりタイトスカートの裾をぐっと引っ張り上げられた。脚の付け根の女の谷間を指で押されると、下腹部がゾクゾクと快感で打ち震える。しっとりと濡れているショーツの状態を指摘されて羞恥でまた混乱する。

　久しぶりの行為に自信がない。そして年下のこの男に、慣れていないことを知られるのが恥ずかしい。いつも鍛えてやろうと意気込んで、上から目線で命令を飛ばしていたというのに。

　あ、あ……でも……と、迷ってしまう。

「ここ、どう？　気持ちいいでしょ？」

　たまらなくて、こくこくと素直にうなずいてしまった。すると額にキスが落ち、ふっと熱い呼気がかかる。

「素直だとかわいいなぁ。このままやってほしいって言ってみて？」

　かわいい、という思ってもみない、そして異性から言われたことのない言葉に、どうしていいのかわからなくなる。しかしながら疲れた体に肌を通して感じる相手の体温は心地よくて、そして秘めるべき場所を撫でられることによって起こる淫猥な刺激が気持ちよくて、つい言ってしまった。

「――ってほしい」

「大事なトコ誤魔化すってひどいな。でも、まぁいいか。続き、やるよ」

















第一章　やってきたのは頼りなさそうな草食系男子で……












「舘たて脇わき陽ひの都とです。一日でも早く戦力になれるよう頑張りますのでよろしくお願いします」

　可もなく不可もなく、たいした抑揚もなく挨拶している新入社員を朝あさ比ひ奈な茉ま鈴りんは興味なさそうに眺めていた。新入社員といっても、真夏のこの時期なので新卒ではなく転職なのだが。

（早く終わらないかな。やること山積みなのに）

　月に一度の朝礼。唯一、この会社の正社員が同じ日、同じ時間集う場である。

　地域密着型の中堅出版社。スタッフは取材や打ち合わせで出入りが激しく、また会社にいても机に齧りついていたり、校了に向けてブースや会議室に籠もっていたりするので一堂に会することはほとんどない。だから創業者が妙にこだわり、毎月第一月曜日の午前九時に一斉朝礼をする慣例が布かれた。病欠や忌引休暇以外、基本欠席は許されなかった。

　役員の挨拶は自社ビル全階に流れるよう放送され、それが終われば今度は所属部の長が訓辞を述べるのだが、今日はタルい挨拶ではなく新入社員の紹介だった。どこに所属されるのか茉鈴は聞いていないので、少なくとも自分の編集チームにくることはないだろう。

（ウチも補充してほしいって頼んでるけど、ムリだろうなぁ～。彼、どこに配属なんだろう。ビジュアルはいいけど、おとなしいって感じで……勤まるのかなぁ、こんな慌ただしい職場で。編集部より人事とか経理とかの事務のほうが合ってそうなのに）

　ぼんやりとそんなことを考えていたものの、その一時間後、茉鈴はずっこけることになる。

「マジですか？」

「大真面目だ。お前、前から人が足りないって言ってたろ」

　と、四角い顔をますます角ばらせて部長が言った時にはめまいすら覚えた。

「それはそうですけど。でもなんでもっと早く言ってくれないんですかっ。今の今って。ぜんぜん準備とかしてないですよ」

「だから、今朝決まったんじゃないか」

「はぁ？」

「バイトも入れて五人ばかし入ってきたんだが、誰をどこに配属するかでもめたんだ。俺は根性と体力があれば誰でもいいって言ったんだが、なんせイケメンだろ？　なるべく席に座っていられない部署がいいだろうってことになったようだ」

「なにそれ……」

　つまりは女性スタッフが仕事に集中できるよう外出の多い部署ここに送り込んだってことなのだろう。あんまりな理由に茉鈴はまたしてもめまいが起きそうな気がした。

（そんなくだらない理由……それってオッサンたちの時代錯誤なセクハラまがいの想像じゃないの？　今時そんなことで仕事の手が止まるなんてないわよ。それに私的には草食系じゃなくて、もっとパワフルなのがほしかったんだけど！）

　何時間も目的の店々を渡り歩いて情報を得、持ち帰って確認して記事にして、ゲラを出して印刷所に回す校了作業は戦争状態だ。体力仕事であると同時に、強烈な情熱がないと務まらないと茉鈴は考えている。涼しげな笑みを浮かべて可もなく不可もない挨拶をしていた様子を思い出すと、不安しか起きないのだが。

（仕方ない、決まっちゃったんだから。どこも人手が足りないのに、私の希望をかなえてもらえたことに感謝しないと。頼りないのは私が鍛えたら済むだけのことよ。今後どこへ異動になっても喜ばれるように絞ってやる！）

　と、そんなことを考えつつ自席に戻り、着席したそこへ渦中の新入りが戻ってきた。

　総務の案内のもと、ビル内部や物品の置き場所などのオリエンテーションを受けていたのだ。

「というわけで、舘脇さんのこと、よろしくお願いしますね」

　はーい、と茉鈴を除く茉鈴の部下たちが返事をすると、総務は帰っていった。

「『パーラー』の編集長やってる朝比奈よ。よろしくね」

「舘脇です。よろしくお願いします」

　にっこり。

（うっ、確かにイケメン）

　さらりとした秀麗な顔をした舘脇陽都を見てとっさにそう思った。が、そんなことはおくびにも出さずにクールに応じる。

「ウチのメンバーを紹介するわね。こっちから、山やま田ださん、田た所どころさん、三み島しまさん、原はら田ださん。で、君の席は私の隣でここね」

　と、向かい側の席の左から順番に名前を言いながらくるりと島を一周して紹介する。茉鈴は編集長だが真ん中に座っていて、舘脇の席はその隣だ。

　みな座っているので身長はわからないが、山田はややぽっちゃりした感じで三十代後半くらいの男だ。隣の田所と三島はともに茉鈴と年近な女で、田所はハーフフレームのメガネをかけているからか神経質そうな印象を与え、三島は細面の人の良さそうな感じがした。原田は舘脇とさして変わらなさそうな若くて小柄っぽい男だ。

「見ての通り、『パーラー』の制作はここにいる五人でやってる。ここに限らずどこもそうなんだけど、人手が足りなくてみんなひーひー言ってるのよ。だから、常に言われなくてもなにをしたらいいのかってのを考えながら行動してほしいわ」

「わかりました」

　ホントにわかったの？　とツッコミを入れたいところをぐっと我慢し、にこにこと穏やかに微笑んでいる舘脇の顔を眺める。

（ホント、イケメン――と、いけないいけないっ）

　と、一瞬思って、仕事とは無関係な雑念を払いのけ、茉鈴は『パーラー』の説明を始めた。

「『パーラー』は言葉通り〝談話室〟から取っているんだけど、タウン誌らしくその地域の人たちが楽しめて、自分たちだけのお得な情報って意識を持ってもらおうというのがテーマなの。だから扱う話題やお店は厳選してる。とにかく足を運んで自分たちで確認するから、舘脇くんも靴だけは歩きやすいものを履いてきてね」

　今日は最初の日だからか、シャツにスラックス、ブラウンのストレートチップを履いている。明日からはスニーカーでいいと茉鈴は暗に促したのだ。

　それから続けて足元に積まれている情報雑誌の山を指す。

「さっそくだけど、ここにある雑誌に貼られている付箋の店、入力してリストにしてほしいのよ。パソコンの掲示板の中に『他社掲載情報』ってファイルがあるから、そこに加えてくれたらいいわ。どうするかはファイルを見てくれたらわかるから。まったく知らない人でも対応できるような設定になっているから大丈夫よ」

「わかりました。あとで取材するんですか？」

　と、舘脇が問うと、茉鈴はすかさず「逆」と答えた。

「逆？」

「そ。よそで紹介されたお店はなるだけ使いたくないから、見には行くけど避けるようにするためにリスト化しておくのよ」

「なるほど。いつまでに終わらせたらいいんです？」

「なるはや」

「なるはやですね、了解しました」

　茉鈴はチラリと目だけ向けて積まれている雑誌とそこに貼られているかなりのボリュームの付箋を見た。

（なるはやって、いつまでに終えたらベストかわかってるのかな？）

　具体的にいつまでか、それを尋ねてこないとは。大事なのは納期で、その納期が明確でないなら確認するものだ。新卒ならまだしも、職歴があるならそんなことくらい知っていないと使えない。もし三日も四日もかかるようなら、こっぴどく叱ってやろうと思った。

「じゃあ、よろしく」

　どういう態度に出てくるか、まずは観察が必要だ。茉鈴は突き放すように言い、自分の仕事に戻った。

（お手並み拝見ってとこね。草食系くん、結果次第ではこの私がガッツリ絞ってやるから覚悟してなさいよ）










　バタバタと午前が過ぎた。

「舘脇くん、お昼って予定ある？」

　茉鈴の問いかけに、隣で静かにパソコン入力をしていた舘脇が顔を上げて茉鈴のほうを向いた。

「予定って？」

「だから、食事。誰かと約束しているとか、店に目星をつけてるとか」

「いえ、まったくないです」

「じゃあ、歓迎会を兼ねてみんなで行きましょう。ウチ、全員揃うことってあんまりないから今日の昼が絶好のチャンスなんで」

　言いつつ、他の四人に視線を投げかける。四人はそれぞれに「うんうん」とうなずいて同意している。

「ホントは夜がいいけど、夕方からひろっちゃん、じゃなく山田さんが取材で出ちゃうからムリなんで」

　その言葉に、舘脇の前に座っている山田が一段大きくうなずいた。

「ついでに言っておくと、山田さんは浩ひろ紀きだからひろっちゃん。田所さんは真ま紀き、三島さんは三島さん、原田さんは恭きょう司じくん、もしくは恭司さんって呼ばれてる。それに慣れてほしい」

「隣の編集部にも原田がいるからね。舘脇くんも恭司でいいよ」

「了解しました」

　ということで、行きつけの近くの定食屋に六人で繰り出した。

　今日の定食は『サバの味噌煮』だということで、全員それにした。注文するのとほぼ同時にほうれん草のお浸しと漬け物が置かれ、続いて白いご飯と味噌汁が並んだ。そこから待つこと一、二分で六人分のサバの味噌煮の皿が揃った。あっという間で、さすが慣れた定食屋だと感心させられるスピーディーさだ。

「あ、うまい。へぇ、魚を味噌で煮たらうまいんだ」

　と、最初に口にしたのは舘脇だった。

「ええっ。舘脇くんは味噌煮知らないの!?」

　それに反応したのは真紀だった。

「小学生の時に両親が離婚したんで、あんまり手の込んだ料理とか、和食とか、食べなかったんですよ。つい肉とかパスタとかカレーとか、子どもの好きなもので、レトルトやファストフードになったもんですから」

「それは気の毒」

　とのツッコミは山田浩紀こと、ひろっちゃん。そのひろっちゃんが「そう言えば」と続けた。

「舘脇くんの名前って珍しいよねぇ。太陽の〝陽〟に〝都〟って」

「陽だまりみたいに暖かくて、人が寄ってきていつも周囲が賑わうような人間になってほしいってつけたみたいです」

「名は体を表すっていうけど、なんかわかる気がするわ。〝ひのと〟ってなんかほんわかしていていい名前だと思う」

　真紀がそう言うと、みなが一斉に同意した。

「そんなにのん気そうに見えますか？」

「のん気っていうか、見るからに草食系男子って感じだけど。ひろっちゃんもちょっと草食系入ってるけど、食べるものには貪欲だもんねぇ。これでも私たちの中では最年長なのに」

　ひろっちゃんが「え～～～」と情けない声を出すと、笑いが起こる。

「草食系男子？　僕が？　そうかなぁ～」

　舘脇がにこにこと笑いながら返事をすると、またしても笑いが起こり、それぞれに「思う思う」と同意した。

　そんな舘脇を眺めつつ、茉鈴は「みんなそう思うわよ。まぁ、本人に面と向かってはっきり言う真紀も真紀だけど」と、ぼんやり思った。

「ところで、前はなにをやっていたの？」

　真紀が素朴な疑問を口にすると、舘脇は穏やかな笑顔を崩すことなく、少し冷めたような口調で「シンクタンクでソリューションにおける経済状況の分析をしていました」と、答えた。

「それじゃさっぱりわかんない」

　これは三島だ。舘脇は三島のほうに顔を向いて続けた。

「ある企業もしくは組織がビジネスソリューションによってシステムを変更した際に、その結果として、社会の経済や市場にどんな影響を与えているか分析するんですよ。例えば……すごく乱暴な言い方をしますが、今までこのサバの味噌煮を完全手作りで提供し、繁盛している店があるとします。もっと売り上げを伸ばすためにオートメーション化して素材だけ入れたら機械が全部作ってしまうシステムにしたとします」

　一同が「うんうん」とうなずく。

「その結果、その店の繁盛ぶりがどうなったのか――繁盛したならば増えた客はどこから来たか、減ったのなら今までの客はどこへ消えたのか、ってのを調べて、その店の周辺にどんな影響をもたらしたかを分析するんです」

　へぇ、と嘆息が起こる。なんだかえらく難しいことをしていたんだな、というのがみなの感想だったが、なればこそ浮かんだ言葉を真紀が口にした。

「そんなすごいことやってる人が、どうしてウチに転職したの？　どっかのコンサルタント会社とか、なんとか総研ってなトコに行ったほうがよかったんじゃない？」

「すごくないですよ。小難しく聞こえるだけですって。それに入ったばかりの僕なんて、上司や先輩の指示に従って動いていただけだし。ちょっと家庭の事情で続けられなくなったんで、辞めて東京に戻ってきたんです。ところで」

　舘脇はにこやかに微笑みつつ一度区切ると、一段笑みを深めて一堂に質問をした。

「みなさんの担当はどんなものなんですか？」

　茉鈴が名前の紹介をしただけで、誰がなにをしているか説明していなかったことに五人は今頃気づいた。

「真紀が校正、ひろっちゃんが飲食関係担当、恭司くんが街の成り立ちなんかの歴史と公共関係の担当、三島さんは服飾雑貨やインテリア関係。で、私はそれ以外全部」

　茉鈴がまるっと引き受けて答えた。

「舘脇くんは悪いけどしばらく雑用係としてみんなの仕事を手伝ってほしいわ。それで全体を把握したら得意分野の記事を書いてもらうようにするから。ホント、人手が足りないの。期待しているんだから、血反吐を吐くくらいの勢いで頑張ってもらいたい」

　茉鈴の言葉に舘脇は表情を変えなかったが、それ以外は「おいおい」と呆れ顔になっている。みな、茉鈴が本気で言っているのを理解しているのだ。

「真に受けなくていいよ。茉鈴さん、ホントに手加減しないから」

「そうそう、血反吐なんか吐かれたら困るよ。上から雷落ちるって」

　そんな会話をわいわい交わしながら、新スタッフの歓迎ランチタイムは過ぎていった。






　　　＊＊＊






「毎日来なくても大丈夫だけど」

　消毒液の香りが漂う病室でしょんぼりしながらそう言った父の顔を、舘脇は横目に見つつ呆れたように口をへの字に曲げた。

「それに、せっかくあっちで希望の会社に就職できたのに」

「うっせぇよ。そう思うんだったらさっさと手術終わらせて治せよ。そしたらまた向こうに行くから」

　乱暴な返事が舘脇の口から飛び出した。だが父――勝かつ矢やは気にした様子もなく、またしてもしょぼんと肩を落とした。

「でも……こっちで就職先見つけたんじゃ？　だったらもう日本にいたらどうだ？」

　刹那、はぁ？　という非難の言葉が病室に響いた。

「言ってることが支離滅裂だろっ、それっ。オヤジ、本格的にボケる前にさっさと再婚しろ」

「それができたら苦労しないよ」

「ったくよぉ。せっかく俺が気を利かせて高校出たら渡米してやったってのに、なんで独身貫いてるんだよ。その気になったら一人や二人、すぐ食えるだろ」

　さすがに乱暴すぎる舘脇の言い様に、勝矢は顔を上げて息子の顔をまじまじと見つめた。

「お前、まさかそんな真似してるんじゃないだろうな？」

「ほっといても寄ってくるけどな」

「陽都」

　咎めるような口調で名を呼ばれ、舘脇はフンと顔を背けつつ「してないよ」と答えた。

「そういう女は後々面倒だから相手にしない。適度にわきまえていて、適度にしおらしい女しか興味ないし」

「おいおい……」

　目を丸くする父の顔を見つつ、舘脇は「はぁ」と大きなため息をついた。

「でも、しばらくはおとなしくしているさ。とにかく仕事を覚えないといけないし、配属されたフリーペーパー制作の部署は編集長含め、しっかり俺を気の弱い草食系男子と勘違いして鍛えてやろうと思ってるみたいだから」

「草食系男子……お前が」

　舘脇が「あぁ」と答える。

「見た目に騙されてそう思ってるみたいだ。まぁ、それは俺の知ったこっちゃねぇから、勝手に騙されとけやーってな感じだけど」

　父が俯いて額を押さえているのをニヤニヤしながら眺めつつ、続ける。

「いつ、それに気づくのか楽しみだよ。それに編集長がさぁ、気が強くて上から目線で仕事に必死な感じの暑っ苦しい女なんだよなー。まぁ、子猫がボス猫に向かってキーキー言ってる感じで、それはそれで見てるとおもしれぇんだけど」

「……おい。上司に向かってその物言いは」

「いいんだよ。俺の外見で判断してるような見る目のないヤツは立てることもないだろ」

　はぁと大きなため息をついた父を前にし、舘脇の口元には相変わらずのニヒルな笑みが浮かんでいる。

「でもさ、美人だから目の保養にはなるよ。いいねぇ、美人は。それだけで大目に見てやろうってな気にさせるんだから」

「……誰に似たんだ、お前」

「母さん方の血だろ？　どう頑張ったって、この性格、オヤジじゃねぇし、舘脇の祖父ちゃんも祖母ちゃんもおとなしいし」

　父は両手で顔を覆った。さすがにもう返事をする気力も失せたらしい。

「とにかく、さっさと切って治せよ。初期癌は治る病気なんだから。それでもって早く再婚しろ」

　言いつつ、舘脇は立ち上がった。

「また来るよ」

「……悪いね。ムリのない程度でいいから」

「ああ。そのつもり」

　軽く手を上げて病室を去っていく舘脇に向け、病身の勝矢はまたしても深いため息を落とした。

「優しくて暖かな陽だまりみたいな子に育ってほしいと思っていたのに……どこで間違えたんだろう……」

















第二章　あれ？　なんかおかしいんですけど！












　舘脇が『パーラー』編集部にやって来て早くも一週間が経った。

　茉鈴は早く『パーラー』内の仕事を覚えてほしくて、誰の目にも雑用と映る仕事を徹底的に振っていった。

　舘脇は物覚えが早く、同じことを聞いてこない。さらに一度説明したことはもう一人でさっさと済ましてしまうので、それまであった進行に必要な小さな準備をしなくて済み、全体的にあきらかに楽になった。たった一週間なのに実感できるのだからすごいと思わざるを得ない。

　見た目はおとなしそうでいかにも草食系って感じだが、中身はなかなか優秀なんだなぁという思いを茉鈴は持ち始めていた。

　そもそも、仕事において「同じことを尋ねない」というのは重要なことだし、その作業がどういうことをするために必要なのかを理解していれば、たまに変化球な出来事が起こってもわからないと焦ることもなく正しい行動がとれる。本質を捉えず丸覚えだけで行動していると、イレギュラーなことが起きれば右往左往してしまうからだ。

「あれ……」

「どうかした？」

　茉鈴のつぶやきに反応したのは正面に座っている同期の真紀だ。校正をさせたら抜群の才能を発揮する。それは茉鈴だけではなく他の部署のスタッフたちも評価していて、時間がある時はよく他部署からもチェックを頼まれている。

　茉鈴にとってはなくてはならない頼もしい存在で、それが同期なのだからこれがまたありがたい。

「翻訳サイトってこんなに精度高かったっけ？」

「なんのこと？」

「それがライターから送られてきた原稿、舘脇くんに翻訳サイトにかけておいてもらったんだけど、文章チェックどころか、なんか完璧っぽくて……」

　すると田所が「あっ」とこぼした。

「なに？」

「それ、たぶん、舘脇くんが自分で訳したんだと思うよ」

「どういうこと？」

「彼、高校出たらアメリカの大学に入って、卒業後はそのまま向こうで就職したって聞いたもの」

「ええ！　ホントに!?」

　真紀は「本人から聞いたから間違いないって」と言ってうなずいた。

「わざわざソフトなんか使わなくても、自分でさっさと訳しちゃったんだと思う。そのほうが早いわよ」

　真紀が話を終えてまた作業に戻っても、茉鈴はまだ驚いていて手は止まったままだ。視線はパソコンの画面に表記されている英語に向けられているが。

（改めて見ても、ホントに……完璧）

　茉鈴は大学でマス・コミュニケーション論を専攻していたが、本当は英文学に進みたかったほど英語が得意で好きだった。なので小説も原文のまま読む。しかしながら忙しいので、ライターの出してきた文章を英文にする時は翻訳ソフトにかけ、それを茉鈴風に修正してゲラに落としていた。時間さえあれば一から自分で訳すのに、といつも思っていたことだ。それを舘脇がやってしまって、目の前に完璧な英文が並んでいることに言葉にできない釈然としない思いが湧いてきた。

（私だって、時間さえあったらやるのよ。機械なんか頼らず、一から全部自分で！）

　とはいえ、代わりにやり終えてくれているのは助かる。仕事を一つ減らしてくれたのだから。Ａ４用紙にして三十枚程度、自分でやっていたら一日つぶれていただろう。

　茉鈴は、小さく吐息を落とした。

（そう言えば……）

　付箋箇所の店をリスト化するように頼んだ時、店の名前と電話番号、住所だけでよかったのに、最寄り駅と掲載雑誌名とページ数、さらには一言だが特徴まで入力されてあった。目的は弾くためのものではあるが、もし「やはり人気があるようだから今回採用してもっと深く掘り下げよう」と思った時、これを見るだけでアクションに起こす時間は短縮され、また楽なことだろう。

　さらに〝なるはや〟の期間をどう考えているのか高みの見物と思っていたのに、わずか一日半で終えてしまったのだ。

（舘脇くんってものすごくデキる子？）

　二十六歳の成人男性を捉まえて〝子〟はおかしいかもしれないが、茉鈴は自分の認識が間違っていたこと、さらに見た目で判断していたことに少々、いやかなり後悔の念を抱き始めた。

　舘脇が優秀な男であるという考えは確信となっていた。

（失礼だったかな。あ、そうだ）

　思うが早いか、立ち上がって部長席に向かう。先日発売された自社の雑誌を、コーヒー片手に読んでいる部長に向かって声をかける。

「すみません、ちょっと確認したいことがありまして」

「お？　なんだ？」

「舘脇くんのことで、教えてほしいことが……」

「舘脇……あぁ、あの新入りか」

「前職ってどこでなにをしていたんですか？　流通の分析をしていたとは聞いたんですが」

　茉鈴の質問に、部長は机の引き出しをあけてファイルを取り出し、中にある紙を差し出した。渡されたそれは履歴書だった。見た瞬間、茉鈴の目がこれ以上ムリだというほど大きく見開かれる。

「シカゴ大学って……」

「すごいだろ。俺も人事から聞いた時、耳を疑った」

「どうしてそんな人がウチに？」

　学歴をもう一度確認し、そこに書かれている『経済学専攻』の文字に湧いた疑問を口にした。こんな学歴なら大手の出版社か、もしくはもっと違った業種を受けたほうがよかっただろうに。実際にアメリカでの就職先は有名なシンクタンクの名が記されている。

「父親が病気になって入院中だそうだ。慌てて帰国して、手ごろな会社に早く就職したかったんじゃないかな？　そこのところはよくわからんが。立派な戦力をお前の下につけたんだからしっかりやってくれよ。『パーラー』は人気があるから一般雑誌にしてもいいんじゃないかと思ってるしな」

「それは、うれしいです。頑張ります。でも……舘脇くんの件、なんか、もったいない気がしますが……」

「それは本人の意向なんだから、我々がとやかく言うことじゃない」

　確かにその通りだ。この会社を選んで受けたのは舘脇本人なのだから。

「……そうですね。ありがとうございました」

　軽く頭を下げ、茉鈴は自席に戻った。そこに舘脇が外出から戻ってきた。

「あ、お帰りなさい。どうだった？」

「まぁまぁって感じです。単館らしい大衆受けしない映画でした」

　公開前の映画のプレス用試写会に行かせていたのだ。その感想に茉鈴が苦笑を浮かべる。とはいえ、良いのか悪いのかどっちなんだとは問わなかった。彼が記事を書けばどう思っているのか一目瞭然だからだ。

「個性があって記事にしやすいと思います。僕が書かせてもらっていいんですよね？」

「もちろんよ。そのために行ってもらったんだから。でも、これから取材に出るからついてきてもらうけど」

「了解です」

　たった今戻ってきたというのに、また外出に駆り出されて不満かなぁと思ったが、まったくそんな様子もなくいつも通りの表情で茉鈴のあとについてくる。そんな姿に茉鈴はますます自分が抱いた第一印象の判断の誤りに気持ちが下向きなってきた。

　地下鉄に乗ると、舘脇はカバンから本を取り出して読み始めた。茉鈴も本は好きだが、どうしても混んでいる電車の中で立って読む気がしないので、つり革を持ってぼんやり考え事にふけった。

（もっとガッツがほしいのよ。情報に飢えてガンガン攻め込んでいくような情熱っての？　にこにこふわふわってのはウチのカラーじゃない！）

　なんだか調子が狂う。いや、もちろん優秀なスタッフが加わって、仕事がガンガンはかどることはありがたいことだ。誰もデキの悪い者をほしいなんて思っていない。茉鈴だってそうだ。ただ、いつもにこにこしているので草食系で淡白だと思っただけなのだ。

　とはいえ、その判断を〝見た目〟で行ったのは外ならぬ自分自身である。プライベートで出会ったのなら判断ミスもご愛嬌と言えただろうが、仕事ではそんなヌルいことは言っていられない。

（内部の、言わば身内間での判断ミスだからよかったけど、これが取引先とか取材対象だったら致命的ミスだったかも。くぅ、辛い。ううう……気持ち切り替えないと）

　はぁと小さくため息を落とした。

「どうかしました？」

　ふいに声をかけられて茉鈴は飛び上がりそうになった。

「なにもないわ。どうして？」

「いえ、別に。なんだかずいぶん不景気な顔をされているから、なにかあったのかなって思っただけですけど」

　鋭い！　という言葉を飲み込み、人畜無害そうな爽やかな顔をじっと見つめてから茉鈴は口角を頑張って釣り上げた。

「至って順調よ」

　と、答えた時、ちょうど電車が止まった。目的地だ。

「着いたわ。行こう」

「えぇ」

　気持ちを切り替えて電車を降り、改札を出てから茉鈴は大きく息を吐き出した。

「暑いぃ～」

「仕方ないですよ。八月ですから。最初の店は近いんですか？」

「店じゃなく、神社。パワースポットから攻める予定」

「じゃあ、エアコンは残念ながら我慢ですね」

　立っているだけで汗が滲み出てくる。ソッコーでカフェに入り冷たいものでも飲みたい衝動に駆られるが、仕事だ。茉鈴は傍にある自販機でミネラルウォーターを買うと、目的地を目指して歩き始めた。

　暑い……その言葉しか出てこないくらい暑い。だがここでその愚痴を口にすることは憚られた。理由はたった一つ。舘脇がなにも言わないからだ。

（そう言えば、この一週間、彼から不満っぽい言葉を聞いたことがない）

　新人なのだから雑用が偏るのは仕方がないし、わざと振っていたところもある。雑用を振るとイジメのような言い方をする者がいるが、けっしてそうではない。新人の時はなにがあっても責任を取らなくていい安全な位置に置き、一歩下がったところで先輩たちのやっていることを観察させるのだ。手段や方法を覚えれば、初めて着手する時に戸惑わなくていい。優秀な者はそうやって観察して吸収し、自分がすることになった時、失敗を最小限に抑えるようにしている。レクチャーしなくても大方こなしてしまう。

　だがそうではない者は、物事の本質を見ずに蔑ろにされていると不満ばかり言って、いざ自分の番になってもなにもできず、失敗したらレクチャーされていないと人のせいにするものだ。

　茉鈴は『パーラー』メンバーからも、舘脇はどんなことを頼んでも、いつもにこにこと快く引き受けていると聞いている。そして部長の話。電車の中で悶々と考えていたことがぶり返してきて、また気が滅入ってきた。

「朝比奈さん、この階段をのぼるみたいです」

「ふわぁ～」

　けっこうな高さだ。この暑さの中、これをのぼるのか……と、一瞬思ってからその思考を振り払った。

（仕事仕事！）

　キリっと歯を食いしばる。

　汗だくになりながら頑張ってのぼりきると、爽やかな風が肌に触れた。

「やっぱり神社は緑が多いので涼しいですねぇ」

「そうね。地獄で仏って感じ」

「ここ、神社なので地獄も仏もないですけど」

「あ――」

　言われて気づき、舘脇と目が合って猛烈な羞恥が湧いてきた。

「日本人らしくていいじゃないですか」

　慰められるとますます恥ずかしい。さらにこの草食系イケメンは高校卒業後渡米している。きっとアメリカの習慣に染まっているだろう。そんな相手に指摘されて慰められたら立場がない気がしてならない。

　茉鈴はコホンと一つ咳払いをした。

「……我ながらミスったわ。とにかく行きましょう」

「えぇ」

　にこにこにこ……嫌味なくらい爽やかな笑顔。羞恥を忘れて見惚れてしまいそうになる。それを振り払い、茉鈴は歩き出した。

　まずは手水舎の御手洗で手と口を清める。触れるとひやりと冷たくてとても気持ちがいい。それから拝殿前にやってきて軽く礼をする。賽銭を入れて鈴を鳴らし、二礼二拍一礼をした。

（神さま、仕事がうまくいきますように。『パーラー』が人気に支えられますように！）

　強く祈って深く礼をする。

「あ」

　顔を上げるとすでに拝礼を終えた舘脇がこっちをじっと見つめている。いつも浮かべている笑みがなく、無表情な様子にドキリとした。

「なに？」

「えらく熱心に祈っているもんだから、なにを神頼みしていたのかなぁって思って」

「『パーラー』が人気を得るように、よ」

「ホントですか？」

「ホントよっ。そうじゃなかったらなんだっての？」

「朝比奈さん、すごいですね。僕は自分のことしか祈ってませんから。早く会社に慣れますようにって」

　茉鈴が眉間にしわを寄せて舘脇を見つめ返すと、当の舘脇はふっと苦笑のようなニヒルな笑みを浮かべた。

「父親の病気が治りますようにってのもありますけど」

「それは〝自分のことしか〟じゃないと思うけど」

「いえ、僕の父って母と離婚後独身でしてね。僕がいないと困るんですよ。一人っ子で両親、僕から見たら祖父母ですが、北海道在住だし。それで前の会社辞めて東京に戻ってきたんですけど、看病、大変じゃないですか。早く元気になってもらわないと面倒で困りますから」

（意地悪ぶってるのねぇ。爽やかに言われると、謙遜にしか聞こえないわ）

　茉鈴は頭の端でそんなことを考えつつ、身を返して歩き出した。階段を下りると、日差しが降りそそいでいきなり暑くて眩しい。

「社務所に行くわよ」

　チラリと視線をやってそう言うと、舘脇はいつもの笑みを浮かべてうなずいた。






　　　＊＊＊






「よぉ、陽都、久しぶりだなぁ」

「高校出て以来」

「元気だったか？」

「ご覧の通り、瀕死の重傷」

　高校三年間を共に過ごした悪友は、舘脇の返事に片側の口角を上げて肩をすくめた。

「相変わらずひねくれてんなぁ。まぁ、お前らしいけど。で、俺に話って、なに？」

　東京の夜景が一望できるホテルのバー。久しぶりに会う悪友はすっかり大人の男になっている。もちろん自分もそうだ。詰襟を着て勉強三昧だったのが、今やスーツを着て働いているのだから。もっとも、舘脇はスーツではなくカジュアルな格好で職場に通っているが。

「お前さぁ、都庁だろ？　ちょっと頼みがあるんだ」

　悪友は目を眇めた。

「入庁四のまだまだ新米枠の俺にできることなんて限られてるけどな」

「わかってるって。こっちに戻ってきて、三さん央おう出版社ってトコに入ったんだ。で、配属先が『パーラー』ってタウン誌の編集部なんだけど」

　と、ここまでの説明で悪友は舘脇がなにを言いたいのかわかったようで、すかさず「内容次第」と口を挟んだ。

「三十前後から四十半ば、つまりアラサーからアラフォーまでをターゲットにしてるんだけどさ」

「中途半端じゃないか？　普通一般的に二十代から三十半ば、三十半ばから四十代で切るだろ」

「Ｆ１層とＦ２層ね、確かに。けど、実際のところ、二十歳の大学生と三十五のキャリアレディが同じ思考で動くとは考えられないだろ。だから『パーラー』ってタウン誌では働く女が好みそうな場所や話題をテーマにしてるんだってさ。そこには独身女性もいれば、小さな子どもがいるワーママも含まれる。感覚的に近いってのを基準にしてるんだって。まぁ、〝まだ話が通じる〟って感じなんじゃねーの？」

　悪友の「ふーん」という返事を聞きつつグラスのウイスキーを口に含み、続ける。

「で、次の特集で小さな子どもを持つママさん向けの記事を書くんだ」

「お前が？」

「いや、書くのは編集長」

「ふーん。で？」

「都営でさぁ、普段は入れないような場所にちょっと入れてくれないかなぁ」

「頼まれたのか？　その編集長に」

「いや、まだ言ってないよ。お前が色よい返事をくれなかったら赤っ恥じゃねーの」

　悪友が目を丸くした。

「上から頼まれてもないのに俺に頭下げに来たわけ？　お前が？　うわー、珍しい。もしかして編集長って、女？」

「それはビンゴだけど、気に入られようとか、落とそうとか、そういうわけじゃねよ。どっちかって言ったらウザい系だから」

「マジかよ」

「たった四つしか違わないのにえらく年上ぶってさ、俺のこと勝手に気弱な草食系とか思ってるみたいで、全身から鍛えてやるわよってなオーラ全開ですげぇウザいし、見る目ねぇなーって感じ」

「じゃあ、なんで気を利かせるような真似してるわけ？」

　その問いに舘脇は少し首をかしげた。

「自分でもよくわかんねぇんだけど、なんか見てると、『この女、なにに対して戦ってんだろう』って思えてきてさ。すげぇ戦闘モードで、見てるこっちが疲れてくるって感じ」

「憐れんでるんだ、お前が。ニヒルの塊みたいなヤツが。それはそれで面白い」

「勝手に言ってろ。とにかく、もうちょっと肩の力抜いて、リラックスして働けばいいのになって思うわけ。で、そうなった理由っていうか原因は、誰にも頼らない頼り方知らない、だから楽する方法や楽できた時の感覚がわからないんだろう。しばらく俺がお膳立てしてやって楽することを覚えたら、ちょっとは変わるだろうって考えてだな。そーいやー成なる宮みやのヤツ、年賀状で都庁に入ったって書いてたなーと思い出したんだよって、なんだよ」

　言葉の途中から悪友がくくくっと喉で笑い始めたのでそんな語尾になった。

「いや、なんか陽都のイメージじゃないなーと思ってさ。まぁ、さっきも言ったが内容次第だ。できる範囲のことはするよ。でも、その戦う編集長がお前のサービスでどう変わったか教えてくれよな」

「安心しろ、俺のタイプじゃないからお前が期待してるようなことにはならねぇよ」

「そうか？　まぁ、そっち系のエロい話にならなくてもいいから教えてくれ。アマゾネスがどう変わったか、純粋に興味ある」

　くくくっといまだ笑っている悪友を横目で見つつ、舘脇はグラスのウイスキーを飲み干した。

「可愛げねーよな。けど、女がかわいくなきゃいけないって決まりはないんだし、それ自体が男の勝手な言い分で、職場じゃ目いっぱい差別だけどさ」

「アマゾネスは美人なわけ？」

「あぁ、外見はなかなかソソられるけど、目つきこわいよ？　なんたって、戦ってるからさ、見えない敵と」

「そして颯爽と現れた年下部下はけっして優しい王子さまではありませんでした、チャンチャンってなわけだ」

「そういうこと」

　テーブルに置かれたグラスから、カランと氷が躍る澄んだ高い音が響いた。

















第三章　深夜のオフィスでのハプニング……すぎる！












「いやー、ホント、助かったわ。ありがとう！」

　小さな子どもを持つ母親向けに都営地下鉄の記事を載せることになっていた。

　特に電車好きの男の子に母親がうんちくを傾けて地下鉄を楽しく利用してもらおうっていう筋だ。広報や現役車掌からエピソードを聞かせてもらおうと思ったら、普段立ち入ることのできない場所に入らせてもらったり、乗客からは見えない運転手たちの日常の仕事などレアなことを教えてもらったりと、なかなか充実した取材内容になった。そのお膳立てを舘脇がツテを使って行ってくれたことに、茉鈴は素直に感謝し、礼を述べた。

「たまたまですよ。でも役に立ててよかったです」

　と、いつもの笑みを浮かべてさらりと返す。茉鈴は上機嫌で「いやいや、ホントに大助かり」と話しながら歩いている。

「朝比奈さん」

「ん？　なに？」

「もしかして、調子悪くないですか？」

「調子？　ぜんぜん平気よ。どうして？」

「……なんかふらついてるみたいな感じだから」

「そっかなぁ。連日、あっついトコ歩き回ってるくせに寝不足だからちょっとキテるのかな。でも、確かに暑いわね。冷たいものでも食べてく？　ひろっちゃんが取材している氷屋さんがこの近くにあったはずだし」

　これも取材の一環、とでも言いたそうな表情に舘脇はうなずいた。

　少し歩くと氷の文字が入った幟が立て掛けてある店を見つけた。昭和を感じさせるレトロな建物に飾り気のない店構え。暖簾と幟がないと一般の住宅と思ってしまう風情だ。順番待ちのために用意されている縁側を思わせる木製の長椅子は、この建物に合っていて懐かしい感じがする。

「わー、並んでる」

　けっこうな人数が列を作っていたが、相手は氷だ。溶けない間に食べないといけないとあって、順番が回ってくるまでさほど時間はかからなかった。

　茉鈴はレモンと練乳、舘脇は水出しコーヒーのかき氷を注文した。

「あー、爽やかでおいしいっ」

「氷のきめが細かくていいですね。あ、一口どうです？　これ、ダッチ・コーヒーだけあってコクが深くておいしいですよ」

「ホント？　じゃあ、遠慮なく。舘脇くんも食べていいわよ」

「ありがとうございます」

　互いに少し取り合って食し、味を確かめる。

「これはシロップがないとかなり大人の味ね。うん、おいしい」

　カシカシとスプーンで氷を突きながら舌鼓を打つ。

「ちょっと聞いてもいいですか？」

　と、舘脇が話題を変えてきた。

「なに？」

「朝比奈さんって、三十ですよね。女性の年齢聞くのは恐縮ですけど」

「いいわよ、そんなこと。それがどうしたの？」

「それでタウン誌の編集長ってすごいなって思ってるんですけど。同期の真紀さんは校正担当でしょ」

　茉鈴は「あぁ」と答えて、また一口氷を含んだ。

「両親が編集会社をやっててね。父が社長兼編集者、母がライター。夫婦二人でやってるから常に人手が足りないけど雇えるほど余裕はないってことで、子どもの頃からいろいろ手伝ってたの。大学時代は戦力として私も記事書いたり取材に行ったりして、経験積んでいたのよ。で、この会社に就職したから、即戦力で仕事させてもらえるってわけ」

「じゃあ、同期から妬まれたんじゃないですか？」

　舘脇の指摘に茉鈴はくすくすと可笑しそうに笑った。

「最初はね。でも、私があんまりにもいろいろ知ってるから、そのうち誰もなにも言わなくなったわ。それにあきらかに便利屋さんみたいにいろいろ頼まれたから、同期からしたら羨ましいどころか面倒くさそうに見えたみたいよ？」

「プレッシャーはあったでしょ？」

「んー、まぁ、なくはないわよねぇ。今さら知りませんって言えないこともあったから。でも、買ってもらえることはありがたいし、そのおかげで『パーラー』を任せてもらえたんだし。期待に応えるってのももちろんあるけど、そんなことよりやりたいからね純粋に、やっぱり。他の誰かに取られたくないって思うわ」

「………………」

　ふいに口をつぐんだ舘脇の様子に、茉鈴は少し首をかしげたが、そのことには触れず他のことを口にした。

「舘脇くんこそ華々しい職歴なのにどうしてウチなんかに入ったの？　大手でも行けたでしょうに」

「父の面倒があるんで、忙しすぎる会社は避けたかったんです。いえ、今の内容は僕にとっちゃマシなんで心配しないでください。向こうじゃろくに休みなんてなかったんで」

「そうなの？」

「分析屋なんで、校了とか締め切りとかそういう感覚じゃないんですよ。とにかくいつもより早くデータを作って結論を出す、それに追われてましたから」

「そうなんだ。それでお父さん、大丈夫なの？」

「医者には初期癌だって言われていて、手術で取ったらあとは放射線治療らしいです。それより、やっぱり朝比奈さん、顔色よくないですね。校了前になったらそれこそ帰れないレベルなんでしょ？　だったら今のうちに休んでおいたほうがいいんじゃないですか？」

　茉鈴は「そうね」と明るく答えた。

「おっしゃる通り、今日は早く帰るわ」

「それがいいと思います。でも、調子悪いようなら、休んでいきましょう」

　言われた言葉に茉鈴は驚いて両目を見開いた。

　休む――この氷屋ですでに一服中だ。ここからさらに休むとなると、それは――

「あっと、あの」

「朝比奈さんが平気ならいいですけど、ちょっと寝たほうがいいと思いますよ」

　ドキドキと心臓が高鳴っている。

　それはどういう意味なのか。

（まさか、誘ってる？　いやいや、それはないよ、さすがに。気遣ってくれているだけで……なにをヘンなこと考えてるのよっ）

　心の中でせわしなく自問自答し、茉鈴は片側の口角をひくつかせるように上げた。

「大丈夫よ。舘脇くん、心配性ね。今夜は早く帰って、家でゆっくり寝るわ」

　などと言ったものの――いざ会社に戻ると茉鈴はパソコンに齧りついて離れなかった。

「お先にぃ～」

「私も今日はこれで帰ります」

　ひろっちゃんや三島が次々と帰っていくが、茉鈴は立ち上がる気配がない。

「茉鈴さん、ここらで休んで校了に備えたほうがいいですよ」

　心配した恭司が声をかけると、

「そうね。今日の取材内容を整理し終えたら帰るわ」

　そう答えて笑った。その後、十時を過ぎて恭司も帰り、席にいるのは茉鈴と舘脇だけになった。

「朝比奈さん、早く帰るんじゃなかったんですか？」

「あ、そうだった。そうする」

「そのセリフ、今日、もう何度も聞きましたよ。顔色も良くないし、本当に明日にしたらどうです？」

「………………」

「朝比奈さん」

「あー、ちょっと待って、今、話しかけないで。閃きかけてる。あ！　舘脇くん、パシリに使って申し訳ないんだけど、コーヒー買ってきてくれないかな、ブラック！」

　顔も向けずに言い放つ茉鈴に舘脇は呆れたような吐息をもらしたが、立ち上がって自販機でブラックを購入し、戻ってきた。それを茉鈴の机に置くと茉鈴がようやく顔を向けた。

「ありがとう。舘脇くん、もう遅いし歩き回って疲れているでしょ。帰って明日に備えて。これから校了に向けて忙しいから」

　すると、舘脇は大きく息を吐き、「あのですねぇ」と、やや棘のある口調で話し出した。

「それ、俺と恭司さんが言ったセリフですよ。なにを聞いていたんですか。疲れ切った顔してるのは朝比奈さんのほうでしょ。早く帰ったほうがいいと言われているのは朝比奈さんなんです。今日もふらついていたのに、いつまでパソコンに齧りついているんです？」

「あ？　だって、これを終わらせないと次が」

「だから、明日やればいいんですよ」

「それができたら苦労しない。つか、閃きかけてるって言ったでしょ。もうちょっと粘ったらサクっと進むはず。明日になって真っ白になったら困るの。あー、こんな会話してること自体が白紙化しちゃう。私はこれが終わるまでいるから、舘脇くんは帰りなさい」

「帰りなさいって」

「話しかけられると気が散るの。はっきり言って邪魔。今までソコ空席だったら、なんか調子狂う」

　無茶苦茶な言い草にさすがの舘脇もいつもの笑みが消えていた。だが茉鈴はパソコンに向き直ると、もう誰もいないと言いたげにまったく反応しなくなった。ひたすらキーボードを叩いて書いては消し、また書いては消しを繰り返している。舘脇はそれを横目で見ながら頼まれていた雑務をこなしていた。

　次々と広いフロアから人が消えていき、無人になったブロックの電気が消される。そして日付が変わり、あきらかに各電鉄の終電が過ぎた時刻になると、茉鈴と舘脇以外誰もいなくなった。

「終わったぁあああ～～～！」

　突然、茉鈴の高い声が響き渡った。そして万歳をする。いきなりのことで隣の舘脇はビックリしているが、茉鈴は次の瞬間にバタリと倒れ込み、寝始めた。

「ちょ！　こんなところで寝たら風邪ひきますよ」

「………………」

「朝比奈さん」

「……ん、眠い……ちょっとだけ寝かせて」

「だめですって」

　舘脇がなにか言っている。遠くで聞こえる声が彼のものであることはぼやける頭でも理解できる。茉鈴なりに必死で返事をしているが、どんな受け答えをしているのか、我ながらさっぱりわからない。

　肩を揺り動かされるのが面倒くさい。このまま深く沈み込みたいのに。そう思うが、やめて、とも言えない。口が重くて動かしているつもりでも動いている気がしない。

　眠くて眠くて仕方がない。だが真横で舘脇がなにか言っている。

（……ふ？　手？　触ってる？）

　そう思ったのは一瞬。ふわりと浮いた気がして意識がますます浮遊した。

（気持ち……いい……）

　茉鈴は心地のいい感覚への誘惑に抗えず、すべてを委ねた。

　どれだけの時間が過ぎたのだろうか？

　一分？　それとも一時間？

　時間の感覚はまったくない。それどころか自分の意識がどこにいたのかもわからない。なにより息苦しい。

（どういうこと？　息が――）

「……ん？　んんっ、ぅ……あ」

　ようやく意識のピントが定まった時、目をあけると舘脇の秀麗な顔が間近にあって驚いた。

（え？）

　さらにその顔が近づいたかと思うと、唇に柔らかくて温かなものが触れた。弾力があり、濡れたそれはチュッと茉鈴の唇を吸って離れた。

（なに？　え？　なに？）

　なにが起こっているのか理解できない。だが、唇と間近にある舘脇の顔以外にも意識が向いた。

（胸？）

　体温――服の上から胸を覆う大きな手の感触と温かな体温を感じる。

「えっ？」

「気づくの、遅い」

　右手を動かして押しのけようとしたら手首を掴まれた。そのまま頭の上に運ばれてシーツに押しつけられる。

（シーツ？　どういうこと？　ここ、どこ？）

　ここがどこなのかわからなくてますます混乱する。確か取材したことを整理して記事のたたき台を書いていた。記憶はそこまで遡れた。そこから先がどうなったのか、さっぱりわからない。

（布団の上にいる？　ホテル？　まさか）

　そんなはずはない。会社に戻って記事のたたき台を仕上げたはずだ。

（はず、じゃない！　仕上げたのよ。下書きができて、それで――）

　乳房が揉み込まれ、考えていることとは無関係の感覚が湧き上がってくる。

（や、だ……気持ち、いい……）

　服の上から触れられていた胸が感覚を増した。はっとなって目を見開くと、前がはだけ、ブラのレース部分がズラされて乳房があらわになっている。

「あ、やっ、だめ！　ちょっと、なにやってるのよ！　放してよっ。あ！　んん！　やああっ」

　うるさいとでも言いたいのか、きゅっと摘み上げられた。その強い刺激は腰の奥まで閃光のように走り、茉鈴は腰を浮かせた。

（こんなの――）

　首を左右に振って刺激に絡み取られないように必死で抵抗する。だが舘脇は力を緩めるどころかさらに圧迫を強め、桃色の頂をくねくねとこね回してきた。

「だめだって！　やめてっ、やめなさいっ！」

　思わず出た命令口調。だが、ふっと喉元に息がかかって舘脇が笑ったことを察する。驚いて顔を見ると浮かんでいるのは今まで見たことのない意地悪い笑みだった。

「それは上司命令？」

　はっとなって秀麗な顔を凝視する。

（上司命令？　そんなんじゃない。これ、そういうレベルの話じゃない！）

　そう思うが、舘脇の表情に気圧されて言葉が出てこない。それでも必死で声を振り絞った。

「そういう問題じゃ――！」

　うっせーな、という言葉が聞こえたかと思うと同時に、口を塞がれた。強く吸われて息ができない。

「……ぅ……ふっ」

　蹂躙されるように擦られ、さらにわずかな隙間に舌を差し込まれて動かされると、否応なしに緩めてしまった。すかさず口内に侵入してきて、あっという間に征服されてしまう。

　茉鈴は抵抗しようという意志を示そうと足掻いたものの、舘脇ではなく自分の体が邪魔をする。体の奥底が疼いてもっと与えてほしいと訴えているのだ。

（ウソ！　こんなのないっ。だって、舘脇くん、部下で、まだ顔合わせてから間もなくてっ、しかも年下！）

　乳頭をぐにゃりと押し込まれて意識が飛びかけた。

「あ……はぁ、ん」

「かわいい声だ。そんな声も出せるんだ。ほら、脚、開いて」

　脚と言われてまた驚く。なにをしようとしているのか察し、慌てて自分を否定した。

　草食系で見るからに淡白そうな舘脇が、自分を女として食おうとするなんて考えられない。エッチなんて興味ないはず。だがこの状況で脚を開くよう要求するのだから、それ以外になにがあるだろう。

　茉鈴は自分が舘脇に抱いていたイメージのすべてが間違っていたことを改めて思い知らされた。

「だめよ！」

　思うが早いかそう叫んだものの、当の舘脇は意地悪い笑みをますます深めてこちらを見下ろしている。そして茉鈴に言い放った。

「だめじゃないでしょ。こっちは、ほら、こんなに次をほしがって濡れてるのに」

（あっ！）

　タイトスカートを捲り上げられて深い部分を押された。

（そんなっ）

　交際もしていない相手に下着越しとはいえ性器を触れられている。レイプだと叫んで突き飛ばし、しかるべき対応をせねばならない状況なのに思考がそれに「否」と告げている。だめだと思うほどに全身が甘い痺れに包まれ、もっと、と告げる。

（どうしてっ、だめよ、私！）

　自分で自分に叱責するが、欲望は治まるどころか盛るばかりだ。好きでもないのに、どうして逃げ出さないのか。

　だがしかし、セックスを認識すると別の感情が湧いてきた。

（こ――こわい）

　脳裏に蘇る苦い記憶。大学時代に交際した男との関係がなかなか発展しなかったのは、どうにも行為が痛くて受け入れられなかったからだった。何度かチャレンジしてその壁は越えられたが、セックスが楽しいものだとは思えなかった。

（でも、こ、れ……）

　気持ちいい――そんな思いが自分の中にあって驚く。

　なんとか交際を維持できた恋人とは、就職して激務の中で疎遠になった。三か月互いになんの連絡もしなくなっていることに気づいて慌てて電話をかけたらこっぴどく振られた。最後に言われた言葉は今でも鮮明に覚えている。






　――もういいんじゃないか？　お前、オレとのセックス、イヤだったんだろ？　こっちも嫌々やってる女となんか寝たくないからな。不感症じゃつまらないし。






（そんなことない！）

　求められることはうれしかった。だが、どうしても痛くて、気持ちいいとは思えなかった。そんな気持ちはしっかり態度に出ていて、伝わってしまっていたのだ。

　同じ年の男にそう冷たく言われ、蔑まれたのだ。年下の舘脇が知ったらどう思うだろう。まして、部下なのだから一緒に働かなくてはならない。

　見下げられた状態で仕事をするのはいやだ。しかも今まで、そしてさっきも、上司風を吹かせて命令口調で言ってしまったというのに。

（う！）

　クイクイと布越しに敏感な場所を引っかかれ、奥のほうがざわめく。

　耳から首筋に熱い息がかかった。

「ここ、どう？　気持ちいいでしょ？」

　囁かれた言葉に頭が真っ白になった。

（ああ……い、い……）

　考える間もなく、何度もうなずいて同意している。するとチュッと音がして、額に優しい感触が広がった。

「素直だとかわいいなぁ。このままやってほしいって言ってみて？」

（か、わ……いい？　ウソ）

　言われたことのない言葉に激しく動揺する。

　周囲から投げかけられる言葉はいつだって、しっかり者、頼れる編集長、頑張り屋、優秀なスタッフ、だったのに。

　ほら、早く――そう告げるように秘部を擦る動きが速くなる。湧き起こる淫猥な欲求も膨れ上がってくる。この先にあるものに期待が高まり、居ても立っても居られない状況に陥っていく。

「――ってほしい」

　どうしても恥ずかしい部分が言えなかったが、それでも可能な限り求めた。してほしいなんて、唯一交際した元カレでさえ言ったことがないのに。交際している相手にさえ恥ずかしくて言えなかったのに。

「大事なトコ誤魔化すってひどいな。でも、まぁいいか。続き、やるよ」

　もう一度こくこくとうなずいて応じる。考える間もなく体がそう動いていた。

　グイっとストッキングと一緒にショーツをずり下ろされた。膝のあたりに絡まっているのが気持ち悪い。だがそんなことはどうでもよかった。

「あっ、あんっ、そこっ」

　いきなり裂け目に指を入れられ、周囲の柔らかな花弁を擦られる。自分でも驚くほど熱く感じ、燃え盛りそうな錯覚に陥った。

「はあっ」

　息を吸おうとするのに吐いてばかりだ。目を閉じ、口をぱくぱく動かして必死で酸素を取り込もうとするのに、「あっ、あっ」と言いながら止めては吐いて、止めては吐いてを繰り返している。

「はううっ」

　限界がきて、自然と息を大きく吸い込んだ。

「や！」

　その瞬間を狙ってか、浅いところを触っていた指先が奥まで侵入してきた。強く擦りながら丘を越えて深い谷をいじる。硬く閉ざされていた秘めるべき場所を暴き、嵐のようにかき混ぜる。

「んん、んんっ！　ああっ」

　言葉にならない音のような声しか出ない。茉鈴は舘脇の背中に両腕を回してしがみついていた。

「もしかして、久しぶり？」

　こくこくとうなずく。恥ずかしくて涙がにじんでくる。

「あ……」

　舘脇がその涙を舌で舐めとった。

「つらい？」

「こわい」

「こわい？」

「うまくできるか……わかんない……から」

　もう相手が年下だとか、部下だとか、そんな意識はどこにもなかった。とても考える余裕がない。ただ痛くて苦痛でしかなったセックスを、数年ぶりにするんだと思うと、不安で仕方がなかった。

　うまくできるのか？　相手の男を満足させられるのか？

　そればかり考えてしまう。

　また失望させてしまったらどうしよう……

　この年になって、編集長というポジションを得て踏ん張って働いている自分が失敗したら……

　笑われて、見下げられる？

　なにもかもが、こわい――

「なにと戦ってるのかって思ってたけど、自分と戦ってんだ、アンタ」

　アンタ――その言葉が茉鈴を貫いた。

「――あ」

「ライバルかなぁとか上昇志向とかかなって思ってたけど、単に弱い部分、見せたくないだけか。けど、そんなものまとっていたって重っ苦しいだけで、なんの得にもなんねーのに」

「……舘脇、くん……？」

「どうでもいいよ、俺には関係ないし。けど、さすがにここまで来たらやめるのムリ。最後までヤんなきゃ静まらない」

　尖った乳頭の片方を食み、舌を使って転がす。反対側の乳頭は指で挟んで摘みつぶしている。もう片方の手は、二本の指を隘路に差し込んで激しく動かす。

　茉鈴は両方の胸と陰部の責めに身もだえ、享楽に腰を波打たせた。

「んん、う、んっ……んんーっ」

　やがてくちゃくちゃと泡ぶくんだ音が聞こえてきた。

　声を押さえられない。けれども恥ずかしい。手の甲で口を押さえるものの、もれ流れる声は充分すぎるほど大きい。耳を覆いたいのに、舘脇の背中に回した手を離すことができない。

（やだっ、こんな音っ）

　音とともに動く指がなめらかに滑っているのがわかる。ひっそりと咲く花の花芯を探し当てられ、触れられると快感が跳ねた。

「ああ！」

　どうしようもない高まりに全身がわななく。押し寄せてくる得体のしれない波が心を翻弄し、どこかわからない世界に連れて行こうとするのを感じる。そしてそれが淫らでいかがわしい、けれどたまらない愉悦の支配する世界だということはわかっていた。

「は、あ……んんっ」

　左の手は舘脇の服を、右の手はシーツを鷲掴みにして堪える。

「ああああーーー！」

　急激にせり上がって全身を包み込んだ愉悦は、ぐっと深く突かれた瞬間、弾けた。

「ああ……ああ……」

　上昇感のあとの降下感。そして消失感。

　はぁはぁと肩で息をし、体の内側にある凋落感を噛みしめる。

（わた、し……）

　指戯でイカされたのに、悔しさも恥ずかしさもなかった。快感が茉鈴の思考を支配していて、なにも考えられない。

（これで、終わり？）

　舘脇は自分の欲望を解放しなくていいのだろうか？

　浮かんだ疑問をぼんやり思ったが、やはりそんなことはなかった。

　一拍あってから足首を掴まれたと思ったら大きく持ち上げられた。「あ」と言う間もなく足を肩に引っかけられたかと思えば、恥ずかしい部分が上を向いて晒される。そして空気に触れて冷たさを感じたそこに熱い塊を押しつけられた。

「ちょ！　ちょっと待ってっ」

「待てるわけないだろ」

「でも！　ああーーー！」

　大きな塊がグイグイと押し入ってくる。とてもサイズが合っていない。

　茉鈴は焦った。そしてかつての不安が蘇ってきて恐怖がせり上がってくる。

（だめっ。やっぱりだめ！　絶対入んないっ！）

　強烈な痛みが腰を砕きそうになる。

　ぎゅっときつく目を閉じているのに涙が浮かんでいるのがわかった。

（私、不感症なんだ。また失敗して、失望される。いつも張り切ってバリバリ仕事やってるのに、肝心のことができないダメ女って思われるの――いや！）

　不安と恐怖に考えれば考えるほど心はネガティブになっていく。必死で舘脇の服を掴んでいるが、痛くて身動きすらできない。

「リキむなよ。大丈夫だって」

「やだっ、こわい」

「こわくないよ。充分濡れてるし、さっきイッただろ？　痛いの、最初だけだから」

「でも……」

「大丈夫だって。俺を信じろよ」

　茉鈴の意識がふと逸れた。

（俺？）

　今まで舘脇は自称を「僕」と言っていた。それなのに――

「あああーーーっ！」

　ひと際強く穿たれ、猛烈な痛みが起こったが、反動でガクンと体が揺れたその時、熱い塊が入ってきた。そしてまるでメリメリという音がしていると錯覚するほどの勢いで隘路が押し開かれていく感覚が広がる。

「痛いか？」

　茉鈴はかぶりを振った。

「だろ？　緊張しすぎなんだ。だから反作用起こして体がキョヒってたんだ」

「………………」

「それと、元カレ、そんなに好きではなかったんじゃないかな」

「――え」

「恋したいから付き合っているだけで、本当にソイツのこと好きじゃなかったってことあるだろ？　あるいはもう心は離れているのに一人になるのがいやで付き合っていたりしたら、気持ちよくなかったりするし。女の体って気持ちにリンクしてるからさ」

「……そっか」

「動くぞ」

　舘脇は言うと茉鈴の返事を待たずに腰を動かし始めた。

　抽送の反動で突かれたら衝撃で息が止まり、引かれたら思い切り吸い込む。

　くらくらと目の前が揺れる感じがする。

「あっ、あっ、あっ、あっ、あっ、あっ！」
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　少し慣れてくると、揺らされるたびに声が出るようになった。

　顔に熱い吐息がかかる。

「あー！　んっ、ひゃあっ」

　足を落とされ、腕を掴まれて思い切り引っ張り起こされた。勢いで舘脇の体にぶつかるように落ちる。背中に回された腕で強く茉鈴を抱きしめ、それから上下に揺り動かされる。

「ひんっ、ああ、あん！　あー！　い、いいっ、はあ！」

　わずかな落下が勢いをつける。深いところを一気に突かれて星が飛びそうな衝撃が起こる。

「もう、も、だ、め……もう……イっちゃう！」

　目の前が白く光ってスパークした。茉鈴は一瞬間だけ硬直すると、今度はくたりと舘脇に倒れ込んだ。

「くぅ」

　遠くで舘脇の声がしたかと思えば、抱きしめられたまま後ろに倒され、息ができないほど強くしがみつかれた。

（舘脇、くん……？）

　はうっと舘脇が大きく息を吸い込み、一気に身を起こす。ずるりと滑るように体から支配者が去っていく。消失感に包まれた茉鈴は、舘脇の言葉に我に返った。

「腹から孕みそう」

「え？」

「動かないで。今、拭きとるから」

　顔は動かさずに目だけで追うと、舘脇は傍に置かれていたティッシュボックスを手にしている。数枚抜くと、茉鈴の腹部を丁寧に拭き始めた。

（あ……それ）

　中で吐精したらいけないと思ったのだろう。大事なことなのに、女の自分がまったく気が回っていなかったことに羞恥が湧いてくる。

　居たたまれない気持ちのまま周囲を見渡せば、ここが休憩室であることに気がついた。

（たたき台ができたんで寝ちゃったんだ。それで舘脇くんが運んでくれたんだ。そっか）

　いつものパターンで、ひと段落して弛緩したら机に突っ伏して寝てしまう。だが今回は舘脇が横にいたので気を利かせてくれたのだろう。そう言えば、なにか会話したような気もしてくる。

（運んでくれたまではいいけど……それでコレって、どうよ？）

　頭が冷えてくると置かれている状況がありえないことだとわかってくる。深夜のオフィス、休憩室で部下とセックス――どう考えてもありえない。しかも寝込みを襲われてのことだ。

（でも、まさか年上で上司の私が隙を作ってそれを突かれたなんて……恥ずかしくてとてもじゃないけど言えないっ）

　言葉もなく舘脇を目で追っている茉鈴に対し、当の舘脇は淡々と後処理を終わらせ自身の身なりを整えていた。

「余韻大きくて動けないか？」

　聞かれてはっと息をのむ。いつまでも乱れた格好で寝転がっているのは茉鈴だけだ。

　慌てて起き上がってみると、全裸であることに今さらながら気づいた。

「先に出ているからゆっくりでいいよ」

「え、あっ」

「おいて帰ったりしないから心配すんな。コーヒー用意しておくよ」

　舘脇はふっとニヒルな笑みを浮かべて休憩室から出て行ってしまった。

　なんだかよくわからない違和感を抱きつつ、閉じられた扉をぼんやりと眺めたまましばらく動けなかった。

　ピントの合わない意識。下腹部に残る男の余韻だけが鮮明だった。

















第四章　年下オオカミって今頃気づいても遅い！












（気まずい……）

　隣ではカタカタとキーボードを叩く音がしている。舘脇がなんらか打ち込んでいるのだろう。単館映画の紹介記事なのか、あるいは誰かに頼まれたことを処理しているのか。

　一方、茉鈴のほうは昨夜書いたたたき台の原稿をプリントアウトして読み返しているのだが、舘脇のことが気になって文字が頭の中に入ってこない状態だ。

　昨夜、あれから身なりを整えて席に行くと舘脇がコーヒーを用意してくれていた。会話らしい会話をせず、飲み干したらタクシーを拾ってそれぞれ帰路についた。そして今朝、緊張しながら出勤した茉鈴とは異なり、舘脇はいつも通りの様子でにこやかに爽やかに朝の挨拶をしてきた。

（もしかして、すっごい気にしてるのは私だけ？　ってことは、舘脇くんってのは見かけは人畜無害な草食系男子だけど、中身はものすごい肉食動物ってこと？）

　男はオオカミ――ベタな言葉が脳裏に浮かぶ。

（見る目なさすぎ……）

　己の愚かさを改めて思い知らされたようで、ますます滅入ってくる。とはいえ相手は部下だ。しかも四つも年下だ。凛と対応しないといけない。茉鈴は自分を戒めた。

（合コンのあと、お持ち帰りされたカレシ求め中の女子じゃないんだからシャッキリしなきゃ！　一回ヤっちゃっただけで、所有欲とか頼るような様子を見せたら絶対バカにされる。ここはクールに接しないと）

　とは思うものの、完全になにもなかったことになったらどうなのだろう、とも思う。

（ヤられ損？　それも、ちょっと……）

　やはり特別な関係を結んでしまったのだから、他の女とは違う扱いをされたいという気もしなくもない。二つの相反する気持ちがぶつかってせめぎ合うが、どう考えても後者は望んではいけないことだ――と思う。悩む。

　はぁ、とため息がもれた。

「茉鈴さん、お疲れですねぇ。来週校了日だから、今日はやめて帰ったらどうです？　どうせ昨日も遅かったんでしょ？」

　隣の恭司が話しかけてきた。

「そうそう、目が充血してるよ、茉鈴」

　正面から真紀が追撃してくる。

「大丈夫よ。今日頑張ったら、明日は土曜だし」

「だから、三連休にしたらいいのに、って言ってるのよ」

「そんなに休んだら体が鈍って腐りそう」

「茉鈴さんらしいや。でも、編集長に倒れられたら困るから、やっぱりちゃんと休みは取ってくださいよ」

　恭司のツッコミに茉鈴はもっともだと思って「週末はしっかり休んでくるから」と明るく返した。

　ワイワイ五人で会話している間も舘脇は参加せず、ひたすらパソコンに向かってキーボードを叩いている。だがそれはなにかあって会話に参加しないというよりは、まったく耳に入っていない感じがした。

（そうなのよ、最近気づいたけど、舘脇くんの集中力ってハンパないんだよね。つか、賢い人って、こんな感じなのかな）

　ぐっと集中し、終わったらほとんど記憶している。まるで辞書のように、なにか尋ねたらすぐに答えてくれる。

　取材中、目的が終わって次に行こうとしても、特になにも見ずに最寄り駅からのルートを全部スラスラと答えるので驚いたものだった。それが二、三か所程度なら茉鈴だって覚えているが、六か所も七か所、それ以上になってくるとさすがにメモを見ないと心配だ。

（それに……）

　茉鈴は不覚にも舘脇にきゅんときてしまった出来事があった。

　ランチをとっていると、隣の席が外国人で、お勧めを教えてほしいと声をかけられたのだ。英文法は得意な茉鈴だから質問の英語くらい理解できる。だが英会話はあまり得意ではないので一瞬戸惑ってしまった。だが、そんな戸惑いはまったく不要で、舘脇がネイティブかと思うほどの発音で会話して盛り上がったのだ。

　結局、四人で会話をして、日本に来てどうかとか、どこがよかったとか、他の外国人観光客になにを勧めたいかとかいろいろ聞けて大収穫だった。

「今度、外国人観光客から見たその地域の感想をテーマにしてもいいわね！」

　興奮して話す茉鈴に、舘脇は「じゃあ、頑張りますよ」といつもの笑顔を返されたものだった。

（舘脇くんからしたら何気ないことだったのかもしれないけど、あんなに流暢に話しているのを見たら、やっぱりすごいって思っちゃう。だって、彼、高校出てアメリカ行ったんだよね。向こうで生まれ育ったわけじゃないもんね）

　留学を意識し始めてから英会話は習い始めたと言っていたが、それでも帰国子女でも身内に外国人がいるわけでもないとなると、すごいと思ってしまう。

（やっぱり私も英会話習おうかなぁ～）

　そんなことを考えていると、昔、知人に言われた言葉を思い出した。






　――英会話って、英語ができる恋人を捉まえたら手っ取り早いわよ。






　連鎖反応で昨夜のことが蘇る。休憩室で体を開いたこと、舘脇の男を受け入れたこと、なにより下腹部が彼の質量を覚えていて一瞬で体が熱くなった。

　同時に舘脇がカレシとなって横にいることを想像し、頭まで沸騰しそうになる。

（ばっ、ばか！　舘脇くんは私の部下なのよ！　なにを考えているのっ。それに、年下だし！）

　草食系ではないことはわかった。彼はヒツジの顔をしたオオカミだったのだ。そしてオオカミには年齢なんてまったく関係なく、欲望が満ちれば場所も相手も関係なく食いにくるのだ。

　だめだめだめ、と必死で否定しまくるが、体はやっぱり正直で、深いところが疼いてくる。昨夜の今日ではまだ生々しい感じが残っていた。

（と……年下にときめいちゃだめでしょう……しっかりしろよぉ、私……）

　考えるほどに情けなくなってくる。

　自分の中にある「年上で上司なんだからよろめくな！」という気持ちと、「体の関係になった異性なんだから特別な存在！」という気持ちがせめぎ合って揺れている。自分の中にある〝理性と願望の戦い〟にどうしていいのかわからない。

（あうぅ……）

　パソコンに向かって仕事をしていたら〝理性〟が優勢になるのに、チラリと横目で隣に座る舘脇を見てしまうと、途端に〝願望〟が勢いを増して〝理性〟を駆逐しそうになる。

「朝比奈さん」

「あ、はいっ」

　いきなり舘脇に呼ばれて驚き、声が上ずってしまった。

（意識してるの、バレた!?）

　ドキドキドキと心臓は痛いくらい強く打っている。周囲に聞こえそうなほどだ。

「コーヒーいります？」

「コー？　あ、コーヒー。入れてきてくるの？　助かるわ、ありがとう」

　最初はともかく、最後のほうはクールに装う。

（いつもの口調でいけた？）

　なんて思ったが、舘脇の顔から一瞬だが表情が消えたことに気づいて、え、と戸惑った。

「ちょっと待っててください」

　ふいっと身を翻し、去っていく。茉鈴は彼の背中を見送りつつ、浮かんだ戸惑いに困惑した。

（なんか、冷たい？　気のせい？　でも……わざわざ私の分まで用意してくれるって言うんだから……やっぱり気のせい？）

　しばらくしてプラスチックカップに注がれた二つのコーヒーを持った舘脇が戻ってきた。

「どうぞ」

「ありがとう。悪いわね」

　茉鈴がスマートさを装って返事すると、正面に座る真紀が、

「陽都くん、優しいわねぇ～」

　と、ツッコミを入れた。

（陽都くん？　真紀ってば、いつの間にそんなっ）

　驚いている茉鈴をよそに、舘脇はしらっと答えた。

「朝比奈さん以外、みんなカップの中はまだあるようなんで。次に真紀さんのカップがカラだったら、ちゃんと尋ねますよ」

「そうなの～よろしく～」

　二人の会話に、茉鈴は今さらながらのことを思った。

（真紀は真紀さんなのに、私は名字なのよ。それって、やっぱり私のことを上司だと思っているからよね？　ああん、もうだめだ。ぐるぐる考えちゃう！）

　それからしばらく六名でワイワイ会話をしたのち、全員また自分の仕事に集中した。

　どれくらい経ったのか。三島が立ち上がり、帰りの挨拶をする。それで茉鈴は今が五時であることを理解した。

　三島は子どもを迎えに行かないといけないので、五時には会社を出なければならない。続きは自宅で執筆だ。守秘義務や情報管理、働き方改革などでデータの持ち帰りは禁止となっているものの、自分が書く記事であればデータ管理の禁止事項には抵触しない。あとは労働内容の問題なのだが、当人が書く記事がどこで行われたのかまで追跡して咎めるわけにもいかないので茉鈴は黙認していた。

　そもそも自分だって深夜まで働いている。世間では働き方においていろいろ言われているが、ここではそれは関係のない話だった。

「お疲れさま」

「茉鈴さん、もうちょっとで一件仕上がるので、出来次第メールしますね」

「了解」

　三島は会釈をして帰っていった。

「さて、また頑張るか！」

　三島が帰ったら第二ラウンドの始まり――そんな雰囲気がある。今夜も遅くまでかかるだろう。もしかして……という気持ちが茉鈴の中に浮かんだその時――

「朝比奈さん」

　舘脇が声をかけてきた。

「なに？」

　ドキドキドキ、と途端に心拍が上がる。妙な緊張が体の芯を駆け抜けた。

「なにか手伝うことはありますか？」

「手伝うこと……んー、そうだなぁ」

「もし急ぎのものがなければ、今日はこれで引けさせてもらいたいんですが」

「――え」

「父に頼まれたものを病院まで持って行かなきゃいけないもんで」

「あ、そうなの。それは行かなきゃ。お父さん、大変だもんね」

　舘脇は「すみません」と謝り、軽く頭を下げると挨拶をして立ち去った。

（そっか……今日はいないんだ）

　昨夜の今夜でなにかあるわけではないし、そもそもあんなことはハプニングで、そうそう起こることではない。いてもいなくても同じなのだ。それなのにこの消失感はなんだろう。茉鈴はそう思って息を詰めた。

（今日はないんだって、ないだろ、なにもっ。わー、私、今夜もなにかあるかもって期待していた!?　ちょっと、マズいよ、これ）

　頭の中からとんでもない気持ちを押し出し、仕事に集中しようとパソコンを睨む。だが、どんなに頑張っても、渦巻く感情は消えてくれなかった。

「茉鈴さん」

「え、あっ、はい。なに？」

　恭司が呆れたようにこっちを見ている。

「なんか今日は不調のようだからマジで帰るべきですよ」

「不調？　そんなことないけど」

「そんなことありますよ。パソコン睨んで百面相なんて不調の証拠じゃないですか。閃かないんでしょ？　来週から本格的に戦闘モードに入るんだから、今日こそ残業なんかせず、早く帰ってしっかり寝てきてくださいよ」

　百面相と言われては自分の愚かさに目が覚めた。

「ありがとう。でも大丈夫よ。校了明けたらガッツリ休むから今は踏ん張るわ」

「そうですかぁ？　うーん、俺はやめたほうがいいと思うけどなぁ」

　恭司にもう一度気遣いの礼を言い、茉鈴はパソコンに向き直った。

（しっかりしろ、朝比奈茉鈴。お前は『パーラー』の編集長だぞっ。三十歳で編集長の座を射止めたんだから仕事はデキるはずなのよ。部下に百面相して悩んでるなんて言われて恥ずかしいでしょ！　クールに徹しろ）

　とにかく校了までは集中しなければ、そう叱責し、茉鈴は次号の『パーラー』に載せる記事の続きを書き始めた。
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『取材がうまくいったようでよかった。で、アマゾネスの様子はどうだ？　もう食ったか？　それとも俺の推測違いか？　結果報告、よろしくな』






「うるせぇよ」

　大きな独り言をつぶやくと、舘脇はアプリを閉じてスマートフォンをサイドテーブルに置いた。

「まいったなぁ」

　と、またつぶやく。ごろりとベッドに横になり、天井を見つめた。

（みんなの前でクールなのは当然だし、そうであってもらわないとこっちも困るけど、誰もいない時はもうちょっとかわいげあってもいいんじゃねぇの？　それとも、マジで怒ってる？）

　てっきり関係を持ったことでしっぽを振ってくると思っていたのだ。それでもいいと考えていたのに、予想外に茉鈴はいつも通りで靡なびいてくる雰囲気がまったくない。

　ということは、拒絶なのか？　本気で怒っているのか？　であれば部下との関係は隠しておいたほうがいいと思ってる？　転職したての年下だからかばうつもり？

　舘脇の中で混乱が生じていた。

（責任取るつもりでいたけど、向こうが一回きりの過ちだって思っているならそっとしておくほうがいいか……なんか過去の失敗を引きずってるみたいだから、ヘタに干渉しないほうがいいとか？）

　女は関係を持ったら交際を求めてくるものだとばかり思っていたのだ。

（アメリカ人とは違う……わけないよな。同じ女なんだから、一回ヤったら、なんつーか、所有欲とか湧くって聞いたけど……いや、ウダウダ考えるのは俺の性に合ってない。しばらく様子見だな。向こうの不利にならないように気をつけていりゃいいだろう、とりあえずは）

　そう結論づける。が、茉鈴の頑張ってる様子を思い浮かべると、なんだか落ち着かない。

　毎日毎日、目の下にクマを作って仕事に齧りついている姿は、舘脇には哀れに見えるのだ。もっと女を謳歌したらいいのに、と。とはいえそれも大きなお世話だという気もする。

（……こんなに女のことを考えるっていまだかつてねぇなぁ、俺）

　思い起こせば親が離婚したおかげで家事と勉強三昧だった小中高時代。モテたので告白されるとストレス解消に付き合ったが、カノジョに割く時間がなくていつの間にか消滅していた。高校三年生になったらアメリカに留学しようと思ってますます勉強に明け暮れた。

　卒業したらすぐに渡米して、合格を勝ち取るためにエッセイやらボランティアやらを頑張り、大学に入ったら入ったで忙しかった。だから女とはいつも行きずりみたいな感じで本気の交際をしたことがない。

（別に遊んでやろうとか思っていないし。毎回、今回も続かないだろうなぁとは思ったけど一応真剣だったし。俺って女運ないんだよなぁ。まぁ、あのオヤジの子だから仕方ないのかもしれないけど）

　両親の仲は良いのか悪いのか、幼かった自分にはわからなかった。

　いつも母が父をガミガミ叱りつけ、父はそれを神妙な顔をして聞いているだけだ。結局、しっかり者の母は頼りない父に我慢できなくなって出て行ったのだが、舘脇はその母について行かなかった。自分でも父のことを〝頼りない〟とは思っていたものの、眉を吊り上げていつも怒っている気の強いしっかり者の母より、真面目で優しく穏やかな父の傍にいたいと思ったのだ。あの時は。いや、もしかしたら、心のどこかで「この頼りない父を放ってはおけない」と思ったのかもしれない。

　気が強くてバリバリ働く女はこりごり。そう思い、優しくて穏やかでなんでも笑って許してくれるような寛容な女がいいと考えているのだが、どうも違うタイプに好かれるようである。

　朝比奈茉鈴は間違いなく母と同じタイプだ、そう思っていたのに。

（あの、肩に力が入った感じが痛くて見てられないんだよなぁ～。でも部下だから仕方ないよな、サポートするの、俺の仕事だし。でも……）

　二人で取材に行き、喫茶店などで息抜きしている時の表情はギャップがあって妙にかわいく思えるのも事実だ。普段難しい顔をして仕事に集中しているだけに、屈託なく笑う様子はぐっとくるものがある。そこに、あの時の様子。

　ふいにゾクっと背筋によからぬ気配が走った。

「あ、やべ」

　自分で思っている以上に体のほうは敏感に反応している。まだ二週間足らずしか一緒にいないのに、心の深いところに入り込まれているようだ。

　ＲＲＲＲＲＲ……

「！」

　スマートフォンがいきなり鳴り出したので飛び上がって驚いた。見ると父の名前が表示されている。

「もしもし、どうかした？」

『陽都、悪いんだけど、頼み損ねたものがあってだな。次に来た時、これから送るタイトルの本を持ってきてほしいんだけど』

「はぁ!?　さっき行ったトコじゃねーかよっ」

『いや、だから、次でいいって。しばらくは今日ので充分足りるから。メールしたと思っていたら抜けてたことに今気づいたんだ。ごめんよ』

　まったく能天気なオヤジだ、と頭の端で思いはするが、病人を怒鳴っても目覚めが悪いだけだ。それに本人が言った通り、さっき持っていった本を読み終わる頃までに届ければいいのだから先の話だ、と苛立ちを押し込めた。

「わかったよ」

『じゃあ、よろしくな』

「うん。あ、ちょっと待って。オヤジ、聞きたいことがある」

　ん？　という声。おそらくわざとらしいほど大きく首をかしげていることだろう。

「オヤジさぁ、母さんにいつも叱られてたけど、よくキレなかったよな？　ムカつかなかったのか？」

『どうしたの、今頃、そんなこと』

「いや、ちょっと」

『別にムカつきはしなかったよ。確かに母さんはしっかり者でなんでもさっさとできちゃう人だったから、父さん見てたらトロくてイライラするんだろうなぁと思ってたし』

　確かにトロいよな、とツッコミたくなるのをぐっとこらえる。

「離婚でもめなかった？」

『うん。母さんがしたいならそれがいいだろうと思ったし』

「もしかして、結婚も母さんが望んだからだとか言う？」

　耳に父の明るい笑い声が響いた。ビンゴのようだ。

「そんだけやって捨てられて、腹立たねぇのかよ」

『立たないよ。彼女のしたいことをさせてあげたいって思っていたから。お前には悪かったけど、それが父さんが母さんにしてやれることなんで。それに……』

「それに、なんだよ」

『みんなが言うほど母さんは強くないから』

「え？」

　はははっという軽い笑い声がまたしても耳に響いた。

『じゃあ、本、頼んだよ』

「……わかった。変なこと聞いて悪かったよ。じゃあ」

　電話を切って再びベッドに寝転がった。

（傍から見たら尻に敷かれて頼りない男って感じだったけど、オヤジにはオヤジの思うところがあったってわけかな。まぁ、それでも結局、捨てられるような形で離婚してちゃザマねぇけどさ）

　再び茉鈴の顔を思い浮かべる。それから、ふっと小さく息を吐き出した。

（俺は……どうも気に入っているみたいだから、向こうの出方に合わせるかな。好かれてもないのに追いかけるのは性に合わない）

















第五章　素直になれば












（なによ、それ？）

　校了明けでひと段落ついたところで茉鈴は舘脇の様子が今までと違うことに気がついた。茉鈴や『パーラー』編集部のスタッフに対する態度はいつもとまったく変わらないのだが、それ以外の部署の女性スタッフたちと話をしている姿を頻々に見かけるようになったのだ。

　それは真紀が「やっぱり陽都くんイケメンだからモテるねぇ～」という一言がきっかけで気づいたことだ。席にいる時以外、本当によく女性スタッフと話をしている。さらに会話の相手である女のほうは、いかにもうれしそうな表情なのが特徴的だ。

　それらを見るたびにムッとなった。そしてムッとなっている自分に驚く。

（私、妬いてる!?　そんな……）

　部下で年下なのだから一回くらいセックスしたからといって、二人の関係を言い迫るなんてみっともないだろうし、その反面、男女の関係に年も立場もないようにも思う。そう思うと今度は三十にもなって男に責任を取れと泣き縋るのは情けないという気がしてくる。でもやっぱり特別な関係になったのだからなにもないのはどうなのだろう。だったら自分から聞けばいいのにそれができずにいる。できない理由は……堂々巡りだ。

「私にできることがあったらいつでも言ってね。協力するから」

「ありがとうございます。そう言ってもらえたら頼もしいです」

　今も舘脇が他部署の女性スタッフと会話している。その横を通り過ぎようとして舘脇と目が合った。

　すっと逸らされて全身にひやっとした緊張が走った。同時に足が強ばっているような気がしてつまずきそうになった。

（危ない危ない。ったく、なにを動揺しているのよ、私。あんなの社交辞令じゃない）

　自分を戒めて席に戻るが、なんだか落ち着かなくて仕事に集中できない。

（やだなぁ、もう。なんだか全身熱いよ。この年になってたった一回のことでこんなに根深く気にするなんて。やっぱりトラウマのせいかな）

　好きなはずのカレシとのセックスが痛くて苦痛だった。気づかれないように頑張って隠し、気持ちいいと言って演技もした。だが、それは独りよがりで、しっかり伝わっていて、疎遠になった関係を戻そうと連絡をしたら冷たく指摘されてひどい言葉でフラれた。以後、もうこりごりと思ってしまった。自分にはムリなんだと、仕事をするほうが楽で向いていると思ってきた。

（他の人はどうなんだろう）

　そんな疑問が湧いてくるが尋ねられる相手がいないし、女子高生じゃあるまいしいい年をしてこんなことを聞くなんて恥ずかしすぎる。

　ぐるぐる考えていたらいつの間にか時間が過ぎていた。真紀の、

「ありがとう、陽都くん」

　という明るい声で我に返った。顔を上げると舘脇が真紀の隣に立っていて、コーヒーを渡しているところだった。あ、と思って自分のカップを見ると、とっくに冷めたコーヒーが三分の一くらい入っている。

（そっか、だから尋ねられなかったのか……）

　なんだかものすごく残念で、ショックが強い。たかだかコーヒーを持ってきてくれるかどうかのことなのに。

（これじゃホントに女子高生だわ。へこむ……）

　思うが早いかさっと立ち上がった。

「ちょっと出かけてくる」

　スタッフみんなに言い、席を離れた。顔を上げた面々がそれぞれ「いってらっしゃい」と声をかけてくれるのを背で受け止める。

　混乱の原因が隣に座っている状態ではいくら自分を叱責しても冷静にはなれそうもない。ここは一人になって頭を冷やしたほうがいい。

　オフィスビルを出て近くのカフェに飛び込み、クリーム多めのアイスカフェラテを注文する。空調の効いた店の窓際カウンター席に腰を下ろしてぼんやりと人の流れを眺めた。

　行き詰まった時はこうやって道行く人を観察すると自分をコントロールすることができる。

　しかめっ面の人、にやけている人、いろんな表情を見て、その人がどういう状況下に置かれていて、なにを考えてそんな表情になっているのか考えるのだ。そうすることによって頭の中にあるものを強制的に取り除く。わずかな時間でも思考を解放してリセットすると、また元に戻って問題に向き直った時に新しい発見と出会える。

（今は舘脇くんのことを考えないようにしなきゃ。冷静になってもう一度考えれば最善の対応ができるはず）

　そう思うのに、視線はなぜかカップルばかり追いかけてしまう。若いカップル、子ども連れの夫婦、老夫婦。楽しそうに会話をしている様子が羨ましい。

　この一週間は校了に向けて全力疾走していたので周囲が見えていなかった。連日深夜までの残業でクタクタだ。すべての行程を終えた今は、『パーラー』の最新号が駅やコンビニなどに並ぶのを待つだけだ。

　次月は舘脇の提案したテーマに取り組むことになっている。転職してきてまだ一か月経っていないものの、より早く戦力になってもらうには仕事を任せるに限る。訪日外国人へのインタビューならお手の物だろう。

（意識しすぎなのかなぁ。舘脇くん、いつも通りだし、責められることもなく食えてラッキーってトコなのかもしれない。だったら……それはそれで釈然としない。けど私が言わないからあえてなにもしないのかもしれない……でもでもやっぱりたった一回のことでうるさく言ってウザがられるのいやだわ）

　カフェにやってきて頭をリセットしようとしたが、まったくできない。むしろますますドツボにはまっていく感じだ。

（だめだ……ここにいても一緒だ。仕事しよ）

　はぁとひと際大きなため息をついて、まだ半分ほどしか飲んでいないアイスカフェラテを手にして店を出た。

　早々に戻ってきた茉鈴に真紀が目を丸くする。それ以外のスタッフは舘脇だけで、他の三人はいなかった。ホワイトボードを見ると、それぞれ取材に出かけたようだ。

「早かったわね」

「うん。行き詰まっているのは後回しにした。舘脇くん、今、時間ある？　できたら次号のテーマの件で打ち合わせしたいんだけど」

「いいですよ。むしろありがたいです。頼まれていた諸々が全部終わったところなんで」

　雑用と言わないのがこの男の良いところだ。茉鈴は返事を聞きながら頭の裏で彼の言動を評価した。

「よかった。じゃあ、会議室に行こうか」

「はい」

　抑揚のない口調で返事をする舘脇を従え、並んでいる会議室の一つに入った。扉にある「使用未使用」のスライド式プラスチックを動かして閉める。その間に舘脇が席についていた。向かいの席に茉鈴が座る。

　狭い会議室で二人きり。心拍が上がりそうだが、仕事の打ち合わせだと思うと少しはマシだ。

　持参したノートを開いて舘脇が提案した時に書き留めたページを開く。それを見ながら話を始める。

「次回のメインテーマは舘脇くんの提案通りでいくので、十ページまるっとお願いするわ。訪日外国人のお勧めのお店なんかはひろっちゃんや恭司くんに振っていいから」

「わかりました」

「全体の台割りは私が作るけど、テーマ部分の十ページ分は頼むわ。あ、台割り、わかるよね？」

「えぇ。ページのどこになにがくるか割り振る一覧表でしょ。知っています」

「だったら大丈夫ね」

　茉鈴は舘脇の顔を見たり、手元のノートに視線を落としたりしながら話しているが、舘脇はまっすぐ茉鈴を見て返事をしている。その視線にどう対応していいのか焦りが次第に大きくなってきて、ますます仕事の内容だけに絞ったそっけない態度になってきた。

「じゃあ、なるべく早く台割り出すんでよろしくね」

「わかりました。僕も早く対応できるように用意しておきます」

　ですます口調の丁寧な言葉遣いが茉鈴の中でいちいち引っかかるが、〝僕〟という言葉が茉鈴の中で大きくクローズアップされた。

（あの時は確かに〝俺〟って言った。きっと普段の彼は俺使いなんだ。ってことはやっぱり私とは距離があるってことよね？　彼のパーソナルエリアに私は入れていないってことよね？）

　失望と混乱を押し込め、次号の話を詰める。特に最大の問題である「どのエリアを扱うのか」には真紀以外のスタッフもそれぞれの分野で取材に出向くので早く決めないといけない。

　どこがいいのか、いつまでにその候補を挙げてもらうのかなど、話を詰めていく。小一時間ほどしてひと段落ついた。

「なにか質問はあるかしら？」

「いえ、ないです」

「そ。では、これでよろしくお願いするわね」

「了解しました」

　と、そう答えた舘脇がじっと茉鈴を見つめる。その目力にドキンと強く鼓動が打った。

「なに？」

「朝比奈さんこそ僕に質問とかあるんじゃないのかな、って思いまして」

「質問？　いえ、特にないけど」

「………………」

「舘脇くん？」

　舘脇はやや顎を引き、視線を下げた。それからかすかに肩が揺れる。吐息をついたことがわかる。それが茉鈴には呆れたと言わんばかりの行動のように思え、胸がきゅっと痛むのを感じた。

「いえ、なんでもないです。ではこれで進めさせてもらいますね」

「ええ」

　ガタリと音を立てて舘脇が立ち上がるのを茉鈴は視線で追った。

「……朝比奈さんにとってはなにより仕事が大事なんだなってとてもよくわかりましたよ」

「え？」

「そういうことなら僕もそのつもりでいますんで」

「どういう意味？」

「いえ、いいんです。それが答えだと思っているので。ではさっそく戻って着手します」

　舘脇は軽く頭を下げるとさっさと会議室から出て行ってしまった。

（どういうこと？）

　消えた背中の先をしばし呆然と見つめた。

「あ、いた。茉鈴さん、ちょっといい？」

　ノックもせずに扉をあけて入ってきたのは三島だった。

「あれ、もう帰ってきたの？　取材じゃなかった？」

「先方都合で延期になったの。で、ちょっと相談なんだけど」

　言いつつ、三島は席に座った。そして手にしていた雑誌を開いて指をさす。

「ここ、今、外国人に人気なのよね。『パーラー』は基本、なるべくどこにも紹介されていない地元の人が愛用している店がターゲットだけど、次回のテーマって訪日外国人から見た日本なんでしょ？　だったら載せたいと思って」

　そこに書かれているのは駄菓子屋だった。

「三島さんの判断でいいわよ。良いものはかぶるものだし」

「そう？　よかった。どうも手垢のついたネタは不安なのよね」

　気持ちはわかるので、うんうん、とうなずいて聞いていて、ふと思い出した。

「ねぇ、三島さんのダンナさんって年下だったよね？」

「一歳だけどね」

「抵抗なかった？」

　問うと三島は「抵抗？」と小首をかしげた。

「年下だと思って構えなかったのかなぁとか思って」

「どうしたの？　急に。舘脇くんとなにかあった？」

「え！　どうして舘脇くんがそこに出てくるのよっ」

「だって年下の男性との接し方って今さらじゃない。恭司さんに手を焼いてる感じはないもの。だったら最近入ってきた舘脇くんかなぁって思うわよ。取材とか、慣れさせるために同行させてたでしょ」

　確かに三島の言う通りだ。妙に意識しているのは自分のほうだと恥ずかしくなった。とはいえ、ヘタに勘ぐられるのも困るので、ここはとぼけるしかない。

「そうじゃなくて、恋愛をテーマになにか組んでもいいかなぁと思うんだけど、年の離れたダンナか恋人、年が近いけど年上、年が近いけど年下、年の離れた年下、それぞれの接し方や気の遣い方とか、どうかなぁとか思って」

　思いついたことを誤魔化しながら口にすると、三島は信じたようで、うーんと唸った。

「それってどこもやってる〝あるあるテーマ〟じゃない？」

「……それは、確かに。でも、恋愛ってやっぱり永遠のテーマじゃないかな」

「そりゃそうだけど」

「私個人では、やっぱり年下の男性って恋愛に対してはイマイチ考えられないから」

「お姉さん風吹かせちゃいそうね、茉鈴さんだったら」

　ズバリ言われてぐうの音も出ない。三島は「ふふふ」と声を出して笑った。

「でも実際、どんな年齢差でもホントは関係ないと思うけどね。素直な気持ちで接するのがいいわよ」

「………………」

「自分のつまらないこだわりで、本当にその人を失ってもいいのか、他の女性に取られてもいいのか？　そう問いかけて、出た答えが正解と思う。私はあんまり年齢は意識しなかった。でもウチのダンナってちょっと細かくてそれがよく目についたけど、許せる範囲か許せない範囲か考えたら、許せないと思って別れるより、うまく自分でコントロールしたらいい、やっぱり一緒にいたいって思ったからね」

「そっか……」

「なんでもそうだけど、一〇〇％自分の希望通りなんてないわよ。どこまで譲れるか、どこまで許せるか、自分の我慢がどこまでなのか、だけの問題だと思う。だから年齢なんて関係ないわよ。でもまぁ、ジェネレーションギャップってのはあるから、年が離れてきたらまた違った問題が出てくるだろうけど」

　にっこり笑う三島の顔を見つつ、茉鈴は心に響いた言葉を反芻した。

（素直な気持ち――）

　上司と部下だから、自分が年上で舘脇が年下だから――自分が作った理屈で気持ちを捻じ曲げようとしているだけで、本当は相手にされなかったら悲しい、という臆病な本心から目を逸らしていただけだ。

　素直な気持ちで舘脇のことを考えたら、出てくる答えはいつだって一つだった。それ以外にない。






　――私を受け入れてほしい。






　上司だとか年上だとか言っているのは、相手にされなかったらツラいから言い寄るのはやめるように自らに言い聞かせているだけ。求めている気持ちを認めるのがこわいだけ。本当は受け入れてほしいのだ。

　好きになってほしい。このまま関係が進んでほしい。自分だけの男性ひとになってほしい。

　それが素直な気持ちだ。

「茉鈴さん、気になる人でもいる？」

「え！」

　あまりのわかりやすい反応に三島がくすくすと笑う。

「三十だもんね。いろいろ考えると思うわ。私もそうだったし」

「三島さんはその時はすでに結婚していたじゃない」

「結婚はね。でも、子どものことは悩んだわよ」

「子ども？」

「えぇ。結婚して三年年経ってもできなくて、不妊治療しようか、でも仕事のことを考えたら自然の成り行きに任せようか。まだ三十なんだから急いで治療なんかしなくていいんじゃないか、いろいろと」

　妊娠は年齢も大事だが、パートナーとの相性の問題もある。互いに健康で医学的に問題がなくても相性でできない場合もある。そういう場合でも不妊治療の対象になるのだ。その目安が二年とされる。

「茉鈴さんも知っての通り仕事は順調だったから、正直言ってわざわざ妊娠しなくてもいいんじゃって気持ちも強かった。産休と育休で戦線離脱するの、いやだったし」

「やっとやりたい仕事に就けたって言ってたもんね」

　三島が「うん」と言ってうなずく。

「書籍の制作がしたかったから。結局、時間の融通が利く『パーラー』に異動になったけどね。ここは大会社じゃないから出世がどうたらってことはないけど、でもやっぱり復帰してもやりたいことができなかったらどうしようとか、復帰したあとだって時間の制約があるから思い切り仕事できないだろうとか、だったらこのままでいいかって悩んだり。仕事は別にここにこだわらなくても選びさえしなければなんとでもなるけど、子どもはそうはいかない。できなかったらどうしようって不安になったり。さんざん悩んで、産婦人科に行って、タイミング療法をしたらすぐにできて拍子抜けしちゃったけど」

　タイミング療法とは生理周期を確認し、排卵時期に合わせて性交渉する不妊治療の最初の処方箋だ。

「目標に向かって必死になるのはとてもいいことだと思う。だけどそのために得られるべき大切なことに気づかず通り過ぎてしまったり、諦めたりするのはどうかなって思う。茉鈴さんも仕事一徹じゃなくて、もうちょっとリラックスして他のことに目を向けてもいいんじゃない？」

　思いもしないことを言われて茉鈴は目を見開いた。三島は茉鈴にとって姉のような存在だったが、プライベートについてなにか言われたことがなかったからだ。

「私、そんなに必死感ある？」

「まぁね。プライベート、もっと大事にしたらいいのにって、ちょっと思っちゃう。茉鈴さんらしいけど」

「……そっか」

「美人で仕事できるんだからモテるだろうに、もったいないって感じ」

「モテないよ！」

「そりゃ～こんだけ仕事に打ち込んで、付け入る隙のない女には声かけにくいでしょう」

「――――――」

「好きな人がいるんなら、誰かに取られる前にアクション起こさないと後悔するわよ」

　にこにこと笑う三島の顔を見つめ、動揺を悟られまいと言葉を探す。

「……それが次のテーマかな」

「うん、この路線でいいんじゃない？」

　逃げ道を作ってくれた三島に「そうね、じゃあ決まり」と答えつつ、脳裏に舘脇の姿を思い描いた。






　　　＊＊＊






　ゴロンと横になった舘脇は天井を睨むように眺めた。

　あの夜の出来事をどう処理するかずっと悩んできた。こういうことは相手＝女の気持ちを優先すべきだと思って出方を見守っていたが、茉鈴の態度はクールだった。校了に向け忙しかった時期は仕方がない。だがそれでも二人きりの時は求める素振りを見せてもいいだろうに、と考えていたのだが。

（本気で眼中にないってこと？）

　過去のトラウマに引きずられているようなので、強引な真似はできないと思う。だからこそ茉鈴からなんらかあれば応えようと決めていた。向こうもまんざらではないと考えていたのは勝手な解釈だったようだ。

（俺がガキだったってことかな。まぁ、仕方がない。あの時、強引にいったのは俺のほうだし。けど……）

　落ち込むことはそれだけではなかった。茉鈴の態度は舘脇の自尊心を傷つけていた。

　外見と学歴、それから職歴。女が好むものをすべて持っていると思っている。だから今までだってモテてきた。自惚れるつもりはないものの、結果がそうなのだから素直にそう解釈していいだろう。

　なにもしなくても女のほうから寄ってくる。中学高校でもそうだし、アメリカでも同様だった。だから茉鈴がよもや相手にしないなんてことはないと思ったのだが。

（眼中にないってのは釈然としないなぁ）

　だが、ここまで考えて舘脇はふと思った。

　茉鈴が三十だということに気がついた。

（ってことは、結婚を意識して、年下の俺では可能性がないって考えてんのかなぁ。確かにそれはちょっとまだ早くて考えてないけど。あ）

　さらにもう一つ思いつく。

（俺も向こうの態度ばかり考えていたけど、俺自身は彼女をどう思っているのかってこともある。年下に勢いで奪われた、惚れられているわけじゃなさそう、それに上司で年上が目の色変えて求めるのは情けないし恥ずかしい――って思ってる可能性大かも）

　舘脇は目を閉じ、茉鈴の様子を思い浮かべた。

　確かに美人でスタイルもいい。いつもこわい顔をしてパソコンやプリントアウトされた紙を睨んでいる。記事をチェックしている姿はオッサンを彷彿とさせるほど。手を抜くこともなく、とにかく常に一生懸命だ。それでいて明るく、コミュニケーションを取るのもうまい。おそらくかなりの気配り屋なのだろう。

　並び挙げるといいことばかりで、なぜ男がいないのか不思議だが、確かにあの容姿でバリキャリな様子だとヘタに近寄れないということもあるだろう。

　交際するには問題はないが、茉鈴がなんとも思っていないならムリにお願いするほどでもない。だがなにもなく消滅するのは釈然としない。

　舘脇は自分の中にある相反する感情に戸惑い、どう処理すべきか改めて思案していた。

















第六章　〝好き〟に年齢なんて関係ない！












　八月も下旬に差しかかっているが、暑さは相変わらずだ。みんなで融通しながら盆休みを取っているので、フロア全体に人が少なく閑散としている。『パーラー』も同様で、今日は茉鈴と舘脇と真紀しかいなかった。恭司が盆休でひろっちゃんと三島が取材で不在だった。

　真紀は校正の能力を高く評価されているので、『パーラー』以外でもよくチェックを依頼されている。今日も紙を手に忙しそうに立ったり座ったりを繰り返していた。

　茉鈴は特にすることもなく、他社のフリーペーパーを読んでいた。人気のもの不人気のものを分析するためだ。良いものはいただき、悪いものは同じ間違いを犯さないように。

（このペーパー、部数伸ばしてるって聞いたけど……中身、薄くない？　これくらい軽いほうが今はウケるのかな）

　何度もページを行ったり来たりして内容を確かめる。店の割引ばかりで読ませる文字はほとんどない。興味のない店ばかりだと、すぐにポイっと捨てられそうだ。茉鈴はクーポンに頼るよりは面白い記事を載せて読ませるペーパーにしたいので、狙い路線は真逆だから『パーラー』の参考にはならないが、それでも部数が伸びているというなら、路線が違うというだけで無視はできない。

「朝比奈さん」

「ん？」

　舘脇に呼ばれてはっと我に返る。秀麗な顔がこちらに向いている。

「なに？」

「これからインタビュー取りに行ってきます」

「え、あ、私も行く」

「一人でも大丈夫ですけど」

「うぅん、そうじゃない。見たいのよ」

　舘脇が首をかしげた。

「ごめん、野次馬的なんだけど、英語でやり取りしているところ見たいの。私も読み書きはそれなりに得意なんだけど、英会話がちょっと苦手なもんで、見学できるのありがたい」

「そういう意味ですか。いいですよ」

「ありがとう。トイレ行ってくるから待ってて。あ、エレベーターの前でいいわ」

　カバンを手に急いでトイレに向かった。そして化粧直しをしてエレベーターホールに行く。

（あ……）

　すでに舘脇の姿があった。他部署の女性スタッフと会話をしていて楽しそうに笑っている。その様子にきゅっと胸が痛んだ。それと同時に、自分は舘脇をどう思っているのか思い知らされた。

（好きなんだ……あの時、体と一緒に心まで持ってかれたんだ……）






　――素直な気持ちで接するのがいいわよ。






　三島の言葉が胸に重くこだまする。

　素直な気持ち――間違いなく自分だけのカレになってほしいと願っている。心を伴った〝特別な関係〟に。

「あ、朝比奈さん」

「待たせて悪かったわ」

　舘脇が「いえ」と返したら、その女性スタッフは二人に向けて軽く会釈をして立ち去っていった。

「まだ入社してひと月経つか経たないかなのに、いろんな部署の人と親しくやってていい感じね」

「そうですか？」

「早く馴染むに越したことはないもの。部署は違っても、やっぱりコネツテは大きいから」

　言いつつ、茉鈴は自分に焦れた。

　こんな褒めているのか皮肉っているのかよくわからないことが言いたいのではない。コミュニケーション能力が高いと純粋に褒めたいのに、女性と楽しげに話をしている姿に嫉妬して言葉が歪んでいる。そんな自分が情けない。

　エレベーターに乗って下降している最中も、気になって仕方がなかったが、舘脇が話しかけてくる様子もないのでなんだか落ち着かなかった。

（避けられてるわけじゃないと思うけど、なんとも思っていないような態度は……やっぱり寂しい。なにか言ってほしいのに。でも自分からは、今さらすぎてもうあの時のことには触れられない）

　ＪＲで日暮里に向かった。繊維街があって、外国人に人気なのだ。

　電車内でも舘脇はいつも通りで本を読んでいる。茉鈴は落ち着かないままスマートフォンでニュースを追うことにした。

　駅に到着して目的地に向かう途中ですでに多くの外国人の姿を目にした。舘脇は臆することなく話しかけ、普通に会話している。思っている以上に早くて茉鈴にはなかなか聞き取れなかった。

（やっぱりすごい。私も英会話習おうかな。読み書きじゃなく、ちゃんと話したい）

　見ているだけで興奮し、ランチタイムにはすごいすごいを連発してしまった。

「だったら僕がレッスンしてあげましょうか？」

「――え」

「いやです？」

「とんでもない！　すごくうれしい！　あ～でもホント、ものすごく恥ずかしいレベルなんで、その、笑わないでね」

「笑いませんよ。でも」

「でもなに？　笑わないけどバカにするとか言わないでよっ」

　すると舘脇は声を立てて笑い出した。

「バカになんかするわけないって。できないから学ぼうとしているのに、恥ずかしいとかヘンですよ」

　言われてはっとなった。確かにそうだ。恥ずかしくないレベルなら習う必要なんてないのだ。

「そうじゃなくて、ただ働きはいやだなって思って。なにか見返りほしいなぁ」

「授業料だったらちゃんと払うわよ。どれくらいかな？」

「金には困ってないから別のものもがいいかな」

「別のもの……なに？」

「ちょっと考えます。もちろん、朝比奈さんがペイできるもので」

「……うん」

　午後もひたすら外国人観光客に声をかけ、すでに訪問済みの場所や日本、東京の感想を尋ねる。時には話が盛り上がって話し込むこともあった。

　六時を過ぎて今度はどんな店で夕食をとるのか調べようと思った茉鈴だったが、この続きは次回にすると言うので今日の仕事は終わりになった。

（なんだ、残念）

　素直にそう思い、また素直になろうと湧いた気持ちを否定するのをやめた。自分の中ではまだ多くの戸惑いと不安、それから悩む事柄があるが、今は三島が言ったように自分の心の声を素直に受け入れることから始めようと思ったのだ。

（仕事一徹じゃなくて、か。そんなふうに見られているって、わかってるつもりでわかってなかった。言われてショックだったから……）

「どっか食事していきませんか？」

「――え？　食事？」

「えぇ。お勧めの店があるんですよ」

「ホント？　行く行く」

　ＪＲで新宿に出る。八月の六時の空はまだ明るく、当然ながらものすごく暑い。早くエアコンの効いた建物に入りたくて早足で歩くと、さらに汗が噴き出してきた。

「舘脇くん、まだ？」

「もう少し先です」

　淡々と話す舘脇に複雑な心境に陥ってくる。

　誘ってくれたのになんだか冷たい。だが嫌いで避けたい相手と食事をしようなんて思わないだろう。

（だったら深い意味もなく、単に上司だから？　いやいや、上司でも嫌いな人とさしで食事はいやでしょ）

　自分でもつまらないことでぐるぐるしていると思いつつ、やっぱりぐるぐると考えてしまう。

　そうこうしている間に目的地に着いたようで、レトロな感じがする戸口の店の前に立った。扉をあけて中に入ると、ごく普通の居酒屋のようで特に驚くような感じはしない。

（ここが人気？）

　店員に案内されて入り口から左に折れた瞬間、茉鈴はあっと思った。直線の通路の左右に襖が続いている。さらに突き当たりを左に曲がると、ここも同じ作りをしていた。

「二十五番、こちらどうぞ」

　襖に漢数字が書かれている。トイレなどで部屋を出たあと、この番号を覚えていないと襖をあけることにためらいそうだ。

　靴を脱いで部屋にあがる。掘りごたつ式になっていて、今はこたつ布団がない状態だが、冬に来ればきっと本来の姿になるのだろう。

「ここ、完全個室なんですよ」

「へぇ」

　向かい合わせではなく、斜交いに座ってメニューを開く。

「カップルに人気なので『パーラー』でも取り上げたらどうでしょうかね。一応、浩紀さんには言いましたけど」

「カップル向けならひろっちゃん来にくそう」

「同じこと言ってましたよ。なにします？　とりあえずビール？」

　注文はタッチパネルで行う。茉鈴はラミネート加工された大判のメニュー表からいくつか選んで挙げた。舘脇がそれを聞きつつてきぱきと入力して送信すると、間もなく店員がビールと先付け、注文した冷や奴と枝豆を届けにきた。

　他愛もない会話を交わして過ごす。一時間ほどが過ぎ、程よく酔いが回ってきた頃、茉鈴は特に意識するような話が出ることもないので終わりかなと、タッチパネルに手を伸ばして取り上げた。

「朝比奈さん、男に興味がないのか、俺に興味がないのか、どっちです？」

　いきなり尋ねられて機材を落としそうになった。

「え――――」

「あんなことをした俺を責めるわけでもなく次を求めるわけでもなく、なにを考えてるんだろうってずっと思っていたんですけど。言われないなら、なかったことにしたいのかなぁとか。なんたって、年上で上司ですからね」

「………………」

「こういうのって女のほうが立場弱いから、出方見てからって思ってましたが、ホントになかったことにされそうだから確認しようと思いまして。俺との関係、都合悪いですか？　いいんですよ、それを望んでるなら従うから」

「………………」

「でも、俺の気持ちが知りたいってのなら、先に伝えたほうがいいかなって思って今日はちょうどいいから誘ったんですけど」

「き――」

「ん？」

「聞きたい」

「俺の気持ち？」

　茉鈴はこくこくうなずいた。どっちが先でも拒否されたら辛い。だが先に聞けば冷静に対応できそうな気がする。

「私があとじゃ……卑怯、かな？」

「いや、いいですよ。さっきも言ったけど、やっぱ恋愛の世界じゃ女のほうが不利だと思ってるから。でも、いいの？　俺、優しくないけど」

　自称が〝俺〟になっている。それだけでゾクゾクして落ち着かない。

　期待に心がざわめく。

「――いい。先に知りたい。聞いたあとだからって、今抱いている気持ち隠したりしないから」

「そう」

　舘脇はつぶやくように一言こぼして俯くと、一拍置いてからすっと腕を伸ばして茉鈴の後頭部に回した。

「え？」

　それからぐっと掴まれて力任せに引き寄せられ、唇が塞がれた。
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「――んっ」

　驚いている間に舌が強引に唇をこじ開けて口内に侵入してくる。歯列や頬裏を蹂躙されて茉鈴はぎゅっと目を閉じた。

「う……ふ……は、あ」

　ようやく離れて大きく息を吸い込む。呼吸が楽になると茉鈴は間近にある舘脇の顔を見つめた。

「あの」

「これが俺の返事」

「――――――」

「世間体が気になるならこのまま帰れよ。そうじゃないなら今夜は俺に付き合え」

　さっきまでとはまったく違う言葉遣いと口調に全身がわななく。

「今夜って」

「この前の続きするんだ。当然だろ？」

「……ソレが、舘脇くんなの」

「ソレ？　あぁ、そうだよ。俺、品行方正じゃないから。けど、勘違いしてる連中の誤解をわざわざ解こうなんて面倒なことはしないし」

　ますます全身がざわめいてくる。奥深な性の部分が震え、あらぬものを求めて騒いでいる。

「どうするんだよ、俺のモンになるのかならないのか」

　ドクドクと心臓が激しく打って全身の血液が逆流しそうな錯覚。

　熱く慄く体を感じながら、茉鈴は叫んでいた。

「なる！」










　煌びやかなホテル、その一室に入ったと同時に茉鈴は舘脇に抱き上げられた。横抱きにされて運ばれるなど今まで経験したことはなかったし、こういうものはドラマの中だけで自分に起こるなど思いもしなかったので驚いたが、甘酸っぱいものがこみ上げてきて、自然と舘脇に抱き着き、しがみついていた。

　そっとベッドに寝かされて、キスされる。頬に、瞼に、額に、チュッチュッと優しく落ちるキスの雨は心を蕩けさせる。

「ふ、あっ」

　キスに熱中している茉鈴は、いつの間にか前がはだけて乳房があらわになっていることに気がついた。

　そこからするりとブラごと服を剥ぎ取られる。

「や……」

　消え入りそうな声は、自分でもなにに対する〝や〟なのかよくわからない。次に起こることをこんなにも期待しているのに。

「は、あ……くぅ」

　パンツのファスナーを下ろされたかと思うと、こちらもショーツごと脱がされた。一気に全裸にされ、恥ずかしくて布団に潜り込もうとして抱かえ込まれた。

「だって、恥ずかしいっ」

「そんなの今だけだ。もっと恥ずかしい格好するんだから」

「ああ！」

　両方の胸を揉みしだかれ、硬くなって尖っている乳頭をくにっと摘み上げられる。ビリビリとした鋭く淫らな刺激に腰が跳ね、背中が浮いた。

「たて――あああっ」

　ぐにぐにと弄ばれて全身に電流が伝播していく。やがて腰の奥深いところに集まり、そこにある蜜つぼを刺激して甘くみだらな蜜は吐き出し、花園を潤す。ひっそり咲く敏感で淫猥な花を震わせた。

　早く――そんな言葉が脳裏にこだまする。

　恥ずかしいのに次を求めている自分自身が信じられない。

　かつて苦痛で仕方がなかったのに、うまくできるか不安で仕方がなかったのに、今、こんなにも求め、舘脇に奪ってほしいと願っているなんて。

　早くあの猛々しい滾りを受け入れたいと望んでいるなんて。

　だがそれは紛れもない本心だ。

　触れられている場所はどこも熱く、肌は歓喜している。

（舘脇くん――）

　なにもかもが愛しく思えるのが不思議だ。

　あまりにも、違いすぎる。

（あっ！）

　茉鈴は首筋から鎖骨、胸の谷間、腹部と流れていく優しい唇の感触を味わいながら唐突に悟った。

（あの時は、嫌われないようにとか、失望されたらどうしようとか、そんなことばかり考えて、彼自身への愛情を抱いたことはなかった。別れるのがいやで、気に入られようとばかり思って……）

　今はまったく違ってそんな不安は微塵もない。

（私がいろんな悩みを捨てて、素直な気持ちで彼が好きだって思ってるから……？）

　だが、抱いた疑問は一瞬で飛び散った。膝を曲げられ大きく開かれて、秘すべき場所が曝されたと思ったら、舘脇がその間に顔を埋めたからだ。

「ちょっ！　待って」

　返事は言葉ではなかった。くちゅっと淫猥な音とともに艶めかしく蠢く舌先が密やかに咲く花を強く吸ったのだ。

「ひゃああー！」

　熱くて火傷しそうなほどの強烈な刺激。今までこんなもの、感じたことがない。

　雄弁な舌先は、花弁を舐めまわしゆっくりと奥へと侵入してきた。

「ああん、それ、だめぇ！」

　叫ぶと再びズイっと強く吸われた。黙れと言われているような気がして心が崩れそうになる。なにもかもが破壊され、舘脇のものになっていくような気がする。

　奪い取られるような感じ。

　囚われてしまいそう。

「ひゃあぁん」

　蠢く舌先は容赦なく陰核を責め上げ、茉鈴の秘すべき世界を支配していく。だがその熱い支配者は本当に来てほしい場所には到達しない。浅い部分でたまらない官能を与えてくれ、軽く何度か達したけれど、深い部分を満たしてはくれない。

　シーツを掴んで刺激をやり過ごそうとしたら、じゅるっと大きな音がして一段と強く吸われた。

「ああああーーー！」

　強い波が押し寄せてくる。世界を白く染める。

「だめーっ！　あああーっ」

　気持ちいいのに、もう少し足りない。

　茉鈴は腰を打って足掻いた。

「俺がほしいんだろ？　言えよ」

「ほしいーー！　早くほしいっ。お願い、満たして！」

　力の限り叫ぶと刺激が消失し、腰を掴まれた。と同時にまたなにかが秘部に当たる。

「俺が好き？」

　これから求めていたものが与えられる、満たされる、そんな期待にときめきながら、茉鈴はこくこくとうなずいた。

「ちゃんと言えって」

「好きよ」

「ホントかよ」

　声に笑みが感じられたが茉鈴にはそれどころではなかった。

「ホントよ！　一生懸命否定したのに、部下で年下だからだめって否定したのに、できなかったんだからっ。あの時、全部奪ったくせに！」

　悲しくないのに涙がこみ上げてくる。

　うれしいのだ。この状況が、たまらなくうれしい。

「お互い様かな。俺もあの時、奪われた」

　奪われた――その言葉がジンと響く。

　舘脇くん、そう言おうとして茉鈴は息を止めた。強く突かれて蜜口に衝撃が走ったからだ。

「くうぅ、ん」

　痛みと快感がない交ぜになって押し迫ってくる。最奥部まで一気に貫かれて猛烈な勢いで愉悦が巻き起こり、くらくらとめまいが襲った。

「ふああああっ」

　抽送が始まって隘路が擦られる。拡げられては収縮し、また侵攻されて拡げられる。擦られるたびに膣も子宮も収縮して歓喜し、存在感のある熱い支配者を歓迎した。

「あっ！　あっ！　あっ！　あっ！　あっ！　あっ！」

　突かれて引かれるその動きに息が取られる。

　次第に高みを目指して上昇していくような――

「あっ！　ああ！　あーーー！」

　弾けそう！　そう叫びそうになって目の前が弾けた。それと同時に全身から力が抜けてくたりと弛緩した。

　舘脇はまだ到達していないようで、激しい抽送を続けている。茉鈴は揺すぶられながらぼんやりと定まらない視界と意識の中で昂る支配者の存在を感じていた。

（硬くて……おっきい……）

　肩を掴まれ、ひっくり返される。腰を高く持ち上げられた。

「ひゃああーーっ！」

　今度は後ろから鋭く侵攻され、さっきとは違う感覚が押し寄せてくる。より深く、より鋭く貫かれているような気がして思考が沸騰しそうになった。

「また、またイっちゃううーー！」

　パンパンパンと互いの体がぶつかって高い音が弾けている。泡ぶくんだ液体が淫らに滴って性の部分を濡らしていることが触れずともわかる。

　高まる快感の世界で茉鈴は腕を突っぱねてこらえていたが、限界に達して再び白く弾け、顔から枕に落ちた。

　はぁはぁと肩で息をしていると背中に体温と圧迫を感じた。舘脇が後ろからきゅっと抱きしめてきた。

（あ……あったかい）
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「前のヤツとなにがあったか知らねぇけど、すげぇ熱くて食いついてきて気持ちよさそうだったけど？」

　耳元で囁かれ、冷えかけた体がまた熱を持つ。

「気持ちよかった」

「だよな。何度もイってたし。こんなこと言われて恥ずかしい？」

　こくんとうなずくと舘脇が笑ったことがわかった。ふっと息が耳たぶにかかったからだ。

「耳まで真っ赤。すげぇ恥ずかしがり屋なんだな」

「……いい年してって思ってる？」

「思ってないよ。かわいいよ」

「かわっ！　やめて、もっと恥ずかしいっ」

　今度はくくくっという笑いが起こった。

「もう！」

「茉鈴って呼んでいい？」

「！」

「まぁ、だめだと言われてもそう呼ぶけど。でも俺は〝舘脇くん〟でいいよ。姉さん風吹かせているところに萌えるから」

「私も陽都って呼ぶ！」

「やっぱかわいいよ。ってことで、もう一回いくか」

「えええっ」

「今日、金曜って知ってた？」

　ということは本気で帰さないつもりらしい。

「ちょ」

　後ろから茉鈴を抱きしめたままくるりと回転して体の上に茉鈴を乗せると、茉鈴は馬乗りの姿勢になった。

「入れられる？」

　問われてまたしても顔を真っ赤に染める。臀部に硬い塊を感じて舘脇が求めていることを察すると、腰を浮かせた。後方に下がって座り直す。滾りを自分の前に位置させると恥ずかしくてどうにかなってしまいそうだが、その反面、愛しい人の証に慈しみの気持ちが湧いてくる。

「触っていい？」

「聞くなよ」

　舘脇を見れば彼が照れているのがわかって愛おしさがこみ上げてきた。

「じゃあ聞かずに触る」

　両手でそっと触れるとピクンと震えて質量が増した。逆立っていたその滾りもより大きく反り返る。本当に生きているようで驚くものの、茉鈴は触れている手に力を込めた。そしてもう一度腰を浮かせた。

「ひんっ！」

　位置を確かめて腰を落とすと一気に最奥部まで達した。ほんのわずかな落差なのに、落下の勢いが奥深い場所まで刺し込ませ、貫いた。

　閃光が脳天を抜けていくような強烈な刺激、愉悦。

　茉鈴はあまりの快感に背をのけ反らせた。その反動で乳房がぶるんを震える。

「いい眺め」

　舘脇の声が聞こえたものの、なにを言っているのか理解できない。とにかく深い部分が悦楽に歓喜している。

「あんっ。はぅっ、はん！　あっ、ああっ、ひゃあ！」

　舘脇が膝と腰を動かし始める。突き上げられて体が跳ね、落下すると滾りが内部を貫く。

　揺さぶられるたびに艶めいた嬌声が濡れた唇からもれて部屋中に響いた。

「はん、ああ、やあぁん、ひゃううっ――いっ、イくぅ！」

　目の前がキラキラと輝いている。隘路が擦られ続けてヒリヒリする。それでも高まる快感が全身を包み込み、もうどんな乱れた女になってもいいと思わせる。

　このままどこまで堕ちてもいい、だからもっと感じさせて、もっと乱して、そんな思いに駆られて自らも膝を使って気持ちのいい場所を探った。

「あああああーーーーー！」

　ぱあんと目の前が弾けた。

　真っ白になってなにも見えない。

　それから力が抜けて舘脇の胸の上に倒れ込んだ。

「もう……だめぇ……」

「俺、まだいけるけど」

「むりぃ～～」

　軽快な笑い声を上げたあと、舘脇は茉鈴の顔にキスをし、横に寝かせた。

「三島さんに素直な気持ちで考えたらいいって言われた」

「え……三島さんに話したのかよ」

「違う違う。一般的な恋愛の話。でも……もしかしたら、なにか感じているかもしれないけど。あと、私の仕事の仕方、必死感いっぱいみたいで、そのことも言われた。もうちょっとプライベートを大事にしたほうがいいのにって」

「それは賛成。でも、大丈夫だよ。これからオフは俺が充実させてやるから」

　ある種鋭いツッコミに茉鈴は言葉を失った。

「とりあず、日曜までお勤めよろしく」

「もう！」

　拗ねて見せるが本当はうれしい。あんなに悩んだのはなんだったのだと思うほど。いや、あんなに悩んで苦しんだのは、この歓びを得るためだったのだと思える。

「陽都は私の立場とか年齢とか、気にしない？」

「俺自身は気にならない。俺のことが好きで、俺を求めてくれたら、それでいいし、そもそも本人の努力外なことに文句つけても仕方ないだろ？」

「……努力外？」

「太っていたら痩せたらいい。けどチビにデカくなれって言ってもムリだ。その逆も。俺は努力するのが好きだ。だから茉鈴の働きを見ていていいなって思ってた」

　褒められてうれしくて、口元が緩むのを抑えるのに苦労する。

「必死感いっぱいだったのに？」

「痛いけどさ、確かに。でもそれは自分に関係ないヤツのことだし」

「……それ、ひどくない？」

「だから俺、優しくないし品行方正でもないって言ったろ。でもさ、そんな痛いレベルの茉鈴が、あの夜の、かわいく喘いでいる姿はかなりのギャップだったけど。あれでイカれた感じ」

「あっ」

　隙を突かれて乳頭をきゅんと摘まれた。

「風邪ひかないように休憩室に寝かせたら出て行こうと思ったのに、我慢できなくなって食っちまったし。ということで、もう一回やろうか」

「えええっ、明日も明後日も一緒に過ごすなら、今夜はもういいでしょ！」

「めちゃくちゃ元気なんだけど。まぁ、こっちの元気さに年齢は関係ないけどさ。ほら、脚、開いて」

「もう！」
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　いきなり紹介され、舘脇の父は目を丸くしている。だがそれは茉鈴も同じだった。なぜなら交際を決めたのは昨夜だ。その翌日の昼前に父親と対面だなんて思いもしなかった。

「いやぁ～それでいつ結婚するの？」

　舘脇の父はのん気にそんなことを言う。茉鈴は言葉を失ってしばし呆然と立ち尽くしていたが、間もなく我に返って正直に現状を話した。

「私たち、昨日交際することを決めたんです」

「そうなの！　おめでとう」

（どっちにも取れるんだけど、その〝おめでとう〟）

　と思うが、隣の舘脇はくくくっと喉を鳴らして笑っている。

「いやぁ～陽都が結婚したらいろいろ安心だなぁ。しかも姉さん女房なんてさ、もう親はいらないねぇ」

「だろ？　そう言うと思って紹介したんだ。俺のことは心配しなくていいから、オヤジは早く面倒見てくれる女見つけて結婚しろ」

「うーん」

「悩むなよ。オヤジがモテんの知ってんだぞ」

「うーん」

　なんだかものすごい会話だと思いつつ、黙って眺めている茉鈴を無視して舘脇が話を続けている。

「いずれにしても、茉鈴が孫を産んでくれるから、オヤジは来週の手術さっさとカタして早く復活しろ」

「お！　そうだね！　それはとても大事なことだ。わー、孫！　うれしいなぁ」

　そんな緊張感があるようなないような会話をしばらく続け、茉鈴は舘脇とともに病院をあとにした。

「お父さん、なんか、すごいわね」

「だろ？　俺の名前の〝陽都〟ってオヤジのほうが似合ってるよ。頭の中、ホント、陽だまりだから」

「お父さんはなんて名前なの？」

「勝矢。勝ち負けの〝勝〟に弓矢の〝矢〟。どう見ても勝つだの武器だのって感じじゃないよ。名前って親の願いが込められているから気持ちはわかるけど、俺たち親子はまったく真逆になっちまってる。おかげでなんだか気になってさ。最初は俺がちゃんと見てやらないとって思ったものだった。けど、離れたほうがオヤジのためにいいだろうと思い直して留学したのに、まったく変わらないんだから困ったもんだ」

　なんだかんだ言って父親を大切に思っていることが伝わってきてほっこりする。

　口も悪ければけっこう強引だが、根っこにあるものと人となりは温かくて優しい男だとわかっている。

「茉鈴には悪かったけど、オヤジが早く元気になるように、ちょっと孫っていう呪文をかけようと思ってさ。実際はそんなこと考えなくていいから」

　言われて茉鈴は舘脇の腕に自らのそれを回して引っ張った。

「わかってるって。でも、だったら今夜も頑張ってもらおうか」

「お、編集長、エロいね。それ、賛成」

　舘脇の返事に、ぷっとふき出す。

「冗談だって。『パーラー』の記事、早く出してね。そっちだって大事なんだから」

「どっちも了解」

（そのうち、恋愛、結婚、妊娠、出産をテーマに特集を組んでもいいな）

　茉鈴はやりたいことがいっぱいできたと愛しい人の顔を眺めながら考えてみたけれど。






　今は自分が謳歌するんだ！
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